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男
女
共
同
参
画
を
推
進
す
る
条
例
を
全
員
一
致
で
可
決

  

人
事

◆
固
定
資
産
評
価
員

　

地
平　

勝
弥
氏（
土
山
町
）

（
全
員
賛
成
に
て
同
意
）

  

専
決
処
分

◆
税
条
例
の
一
部
改
正

◆
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正

◆
病
院
事
業
設
置
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

◆
平
成
29
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
10
号
）

◆
平
成
29
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

　

（
以
上
５
件　

全
員
賛
成
に
て
承
認
）

  

条
例

◆
男
女
共
同
参
画
を
推
進
す
る
条
例

　

男
女
共
同
参
画
社
会
を
実
現
す
る
た

め
の
条
例
制
定
。

  

主
な
質
疑

Q
条
例
に
あ
る
「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
」

と
い
う
言
葉
が
適
切
な
言
葉
な
の
か

疑
問
。
定
義
の
説
明
も
不
十
分
で
は

な
い
か
。

A
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
も
含
め
多
様
な
人
々
を

尊
重
す
る
地
域
社
会
の
姿
を
見
据
え

て
い
る
。
性
別
に
と
ら
わ
れ
ず
、
ひ

と
り
ひ
と
り
の
個
性
を
認
め
あ
う
と

い
う
意
味
等
を
含
む
。

（
全
員
賛
成
に
て
可
決
）

  

条
例
の
一
部
改
正

◆
特
別
職
の
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る

条
例
及
び
教
育
委
員
会
教
育
長
の
給

与
等
に
関
す
る
条
例

　

選
挙
事
務
不
適
正
処
理
に
伴
う
再
発

防
止
の
た
め
の
事
業
経
費
に
充
て
る
た

め
、
市
長
、
副
市
長
、
教
育
長
の
給
料

の
減
額
に
よ
り
条
例
の
一
部
を
改
正
。

  

主
な
質
疑

Q
特
別
職
の
給
与
を
減
額
す
る
も
の

だ
が
、
ど
れ
だ
け
の
財
源
が
確
保
で

き
る
の
か
。
市
長
は
事
件
の
責
任
に

つ
い
て
ど
う
認
識
し
て
い
る
の
か
。

A
約
51
万
７
千
円
の
確
保
と
な
る
。

事
件
に
つ
い
て
責
任
を
痛
感
し
て
い

る
。
司
法
の
結
果
が
明
ら
か
に
さ
れ

た
段
階
で
適
切
に
対
応
し
た
い
と
考

え
る
。

◆
税
条
例
等

◆
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
設
備

及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る

条
例

　

省
令
改
正
に
伴
い
、
基
準
を
定
め
る

条
例
の
一
部
を
改
正
。

  
主
な
質
疑

Q
支
援
員
の
任
用
基
準
が
改
正
さ
れ

る
が
、
緩
和
す
る
こ
と
に
な
ら
な
い

の
か
。
支
援
員
の
不
足
を
補
う
た
め

に
は
、
処
遇
改
善
こ
そ
必
要
で
は
な

い
か
。

A
基
準
は
変
わ
る
が
、
質
と
専
門
性

は
担
保
し
て
い
る
。
処
遇
に
つ
い
て

は
、
人
件
費
３
％
の
引
き
上
げ
を

行
っ
て
い
る
。

◆
保
育
園
設
置
等
に
関
す
る
条
例

◆
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地

域
型
保
育
事
業
の
運
営
に
関
す
る
基

準
を
定
め
る
条
例

◆
介
護
保
険
条
例

（
以
上
６
件　

全
員
賛
成
に
て
可
決
）

  

予
算

◆
平
成
30
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

　

緊
急
に
対
応
が
必
要
な
施
設
整
備
、

選
挙
事
務
不
適
正
処
理
に
伴
う
再
発
防

止
対
策
費
な
ど
の
財
源
確
保
の
た
め
特

別
職
及
び
管
理
職
手
当
を
減
額
す
る
こ

と
な
ど
に
よ
り
補
正
す
る
も
の
。

　

補
正
額　

19
億
１
８
３
９
万
９
千
円

　

補
正
後
の
額

　
　
　

３
９
１
億
４
８
３
９
万
９
千
円

  

主
な
質
疑

Q
再
発
防
止
の
た
め
の
費
用
を
特
別
職

だ
け
で
な
く
管
理
職
全
員
か
ら
管
理

職
手
当
を
削
減
し
た
の
は
な
ぜ
か
。

A
信
頼
を
失
墜
さ
せ
、
社
会
的
に
与

え
た
影
響
は
大
き
い
。
管
理
職
も
含

め
た
減
額
に
よ
り
、
市
役
所
の
姿
勢

を
市
民
に
示
す
も
の
と
し
た
。

男
女
共
同
参
画
を
推
進
す
る
条
例
を
全
員
一
致
で
可
決

　

平
成
30
年
６
月
議
会
は
、
６
月
４
日
に
議
案
条
例
・
提
案
説
明
を
受
け
、
28
日
ま
で
開
催
さ
れ
、

執
行
部
か
ら
の
提
出
案
件
18
件
と
、
意
見
書
案
８
件
、
計
26
件
を
審
議
し
ま
し
た
。

議案審議（６月定例会）
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反
対
討
論

　

緊
急
に
必
要
な
事
業
が
計
上
さ
れ
て

お
り
、
全
般
的
な
内
容
は
理
解
で
き
る
。

し
か
し
、
選
挙
の
不
正
に
関
し
再
発
防

止
策
の
経
費
を
、
管
理
職
全
員
か
ら
管

理
職
手
当
を
減
給
し
、
財
源
確
保
す
る

点
は
問
題
。
部
局
長
か
ら
管
理
職
へ
の

説
明
時
、
意
見
が
な
か
っ
た
の
で
同
意

を
得
た
と
判
断
し
た
と
の
こ
と
だ
が
、

労
働
基
準
法
の
原
則
か
ら
も
、「
処
分
」

で
な
い
限
り「
同
意
」が
必
要
。
市
長
の

職
員
と
の
対
話
を
尊
重
す
る
姿
勢
か
ら

も
、
時
間
を
か
け
た
話
し
合
い
が
必
要

で
は
な
か
っ
た
か
。
管
理
職
の
減
給
で

な
く
予
備
費
充
当
が
妥
当
で
あ
る
。

  

賛
成
討
論

　

国
・
県
の
補
助
を
受
け
た
事
業
、
緊

急
性
が
く
み
取
れ
る
事
業
が
計
上
さ
れ

て
お
り
、
補
正
は
妥
当
と
判
断
す
る
。

管
理
職
手
当
の
減
額
に
つ
い
て
も
、
再

発
防
止
策
の
費
用
捻
出
と
い
う
点
、
失

墜
し
た
信
頼
の
回
復
の
意
思
を
内
外
に

示
す
点
か
ら
も
意
義
の
あ
る
も
の
で
あ

る
。
ま
た
、
管
理
職
が
市
長
の
意
思
を

尊
重
し
同
意
し
て
い
る
こ
と
、
法
的
に

齟そ

齬ご

は
な
い
こ
と
の
説
明
を
受
け
理
解

し
た
。

（
賛
成
多
数
に
て
可
決
）

  

契
約

◆
信
楽
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
・
信
楽
伝

統
産
業
会
館
等
建
設
工
事

意見書　議決内容

議案等の名称 提案者
討論

凛風会 志誠会 共産党 公明党
無所属
クラブ

無会派
（鵜飼）

結果
反対 賛成

ヘルプマークのさらなる普及

推進を求める意見書
堀 ー ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可

旧優生保護法による不妊手術

の被害者救済を求める意見書
白坂 ー ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可

地域材の利用拡大推進を求め

る意見書
田中將 ー ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可

あらためて森友・加計疑惑の

徹底究明を求める意見書
山岡 ー 小西 ●

○

土山

田中新

田中喜

●
○

山中修
○ ● ○ ● 否

まともな働き方改革の実現を

求める意見書
小西 里見

竹若

岡田
● ● ○ ● ○ ● 否

TPP11 を断念し、平等・互

恵の経済関係を求める意見書
小西 辻 岡田 ● ● ○ ● ○ ● 否

原発ゼロ社会をめざし自然エ

ネルギーへの転換を求める意

見書

岡田 白坂 山岡 ●

○
土山

田中新

田中喜

●
○

山中修
○ ● ○ ● 否

生活援助サービスの利用制限

導入中止を求める意見書
岡田 橋本律 山岡 ● ● ○ ● ○ ● 否

○：賛成　●：反対

議案審議・意見書

○
建
築
主
体
工
事

　

請
負
業
者　
　

三
陽
建
設
株
式
会
社

　

請
負
契
約
額　

10
億
１
８
４
４
万
円

○
電
気
設
備
工
事

　

請
負
業
者　

甲
賀
電
気
設
備
株
式
会
社

　

請
負
契
約
額　

２
億
２
８
４
２
万
円

○
機
械
設
備
工
事

　

請
負
業
者　

甲
賀
電
気
設
備
株
式
会
社

　

請
負
契
約
額

　
　
　
　
　

１
億
６
９
８
８
万
４
千
円

（
全
員
賛
成
に
て
可
決
）

  

事
務
の
変
更
及
び
規
約
の
変
更

◆
甲
賀
広
域
行
政
組
合
の
共
同
処
理
す

る
事
務
の
変
更
及
び
規
約
の
変
更

（
全
員
賛
成
に
て
可
決
）

信楽地域市民センター・信楽伝統産業会館パース図
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も
っ
と
議
論
す
る
議
会
改
革

議員表彰

も
っ
と
議
論
す
る
議
会
改
革

　

５
月
17
日
、
甲
賀
市
役
所
に
て
、
講

師
に
龍
谷
大
学
政
策
学
部
教
授
の
土
山

希
美
枝
氏
を
お
招
き
し
、「
も
っ
と
議

論
す
る
議
会
改
革
」
と
い
う
内
容
で
講

演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
全
議
員

が
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
で
、
議
会
で

の
課
題
や
意
見
を
出
し
合
い
、
講
師
が

そ
の
意
見
を
ま
と
め
な
が
ら
、
共
通
の

認
識
を
持
ち
ま
し
た
。

議
会
改
革
の
方
向
と
一
般
質
問
の
あ
り
方

　

６
月
29
日
に
福
井
県
大
野
市
か
ら
議

会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
が
来
ら
れ
、
甲

賀
市
の
議
会
だ
よ
り
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
視
察
研
修
が
あ
り
ま
し
た
。
議
員

が
主
体
的
に
編
集
作
業
を
行
な
っ
て
い

る
こ
と
や
、
写
真
を
ふ
ん
だ
ん
に
取
り

入
れ
て
読
み
や
す
く
工
夫
し
て
い
る
こ

と
な
ど
を
評
価
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
お
互
い
の
議
会
だ
よ
り
編
集
に
つ

い
て
活
発
な
意
見
交
換
を
行
い
ま
し

た
。

議員表彰
広
報
視
察
研
修
受
入

福
井
県
大
野
市

 

一
般
質
問
か
ら
出
た
課
題
を
議
員
間

で
共
有
し
、
常
任
委
員
会
で
議
論
す
る

な
ど
、
こ
れ
か
ら
の
議
会
改
革
に
つ
い

て
大
変
勉
強
に
な
る
内
容
で
、
こ
れ
か

ら
議
会
で
の
議
論
が
楽
し
み
で
す
。

　第94回定期総会において全国市議会議

長会より通算10年以上議員として在職さ

れたことに対し表彰されました。

的場　計利 元議員

全議員研修

議員研修・広報視察受入・議員表彰

的場元議員（左）と林田議長
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付託議案
　

寄
付
及
び
市
税
等
が
確
定

　

議
案
第
52
号
専
決
処
分
の
承
認「
平

成
29
年
度
補
正
予
算（
第
10
号
）」は
、寄

付
金
の
積
立
及
び
決
算
見
込
み
に
基
づ

く
市
税
及
び
地
方
交
付
税
の
確
定
に
伴

う
財
源
更
正
等
。

（
全
員
賛
成
に
て
承
認
す
べ
き
も
の
と
決
定
）

　

６
月
25
日
に
委
員
会
を
開
催
し
、
専
決
処
分
「
平
成
29
年
度
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
10
号
）
」
と
平
成
30
年
度
補
正
予
算
（
第
１
号
）
に
つ
い
て

審
査
。
全
員
賛
成
及
び
賛
成
多
数
で
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

補
正
予
算
（
第
１
号
）
他
を
審
査

　

緊
急
対
応
が
必
要
な
施
設
整
備

　

議
案
第
61
号「
平
成
30
年
度
補
正
予
算

（
第
１
号
）」は
、
緊
急
に
対
応
が
必
要
な

施
設
整
備
、
昨
年
秋
の
衆
議
院
小
選
挙

区
に
お
け
る
開
票
事
務
不
適
正
処
理
に

伴
う
再
発
防
止
策
費
な
ど
の
財
源
確
保

の
た
め
特
別
職
と
管
理
職
手
当
を
減
額

す
る
と
い
う
も
の
で
、
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
19
億
１
８
３
９
万
９
千
円
を
追
加

し
、
総
額
３
９
１
億
４
８
３
９
万
９
千

円
と
す
る
も
の
。

　

地
方
創
生
関
連
一
部
見
直
し

　

地
方
創
生
推
進
交
付
金
29
事
業
の
う

ち
６
事
業
の
国
の
交
付
決
定
が
な
か
っ

た
。
主
に
日
本
遺
産
認
定
を
活
用
し
た

観
光
戦
略
だ
が
中
止
や
減
額
。
委
員
か

ら
は「
意
気
込
み
は
理
解
で
き
る
が
、
観

光
戦
略
に
つ
い
て
根
本
的
な
方
向
性
が

示
さ
れ
て
い
な
い
」
な
ど
問
題
点
を
指

摘
。
事
業
の
目
的
・
積
算
根
拠
を
明
確

に
し
、
必
要
な
ら
一
般
財
源
も
含
め
て
、

ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
事
業
を
成
功
さ
せ
る

た
め
に
総
合
政
策
部
を
軸
に
各
課
の
連

携
と
努
力
が
必
要
と
指
摘
し
ま
し
た
。

　

選
挙
不
適
正
処
理
に
つ
い
て

　

選
挙
の
不
適
正
処
理
と
再
発
防
止
策

常任委員会報告

予算決算常任委員会 当初予算・補正予算、決算の審査をする委員会です。

平成30年度一般会計補正予算（第１号）

　今回の補正予算案は、国の補助採択を受け

た緊急施設整備など歳入歳出19億1,839 万

9 千円を追加するもの。主な事業は…。

■ 主な施設整備事業

水口小大規模改造工事 5億3,840万円

希望ケ丘小大規模改造工事 3億8,760万円

甲賀中大規模改造工事 4億4,220万円

信楽体育館災害復旧工事 1,640万円

信楽高原鐵道勅旨駅ホーム改良 450万円

水口体育館整備事業 2億1,050万円

西部学校給食センター建設 2億2,520万円

■ 水口小学校女児の水難事故を受け通学路緊

急再点検による主に側溝改修とグレーチン

グ設置

工事費と設計業務委託 4,000 万円

■ 選挙事務不適正処理再発防止策の実施
 ● コンプライアンス研修 50万円
 ● 選挙事務不適正再発防止委員会の実施

  84万１千円
 ● コンプライアンス研修及び甲賀市選挙事務不

適正処理再発防止委員会の実施に係る経費  

 224万６千円

　以上、358万７千円を特別職と管理職全員

から手当を減額することで、これに充当する。

の
た
め
の
経
費
＝
３
５
８
万
７
千
円
を

特
別
職
と
管
理
職
全
員
の
手
当
て
を
減

額
す
る
こ
と
に「
一
方
的
な
減
額
は
問

題
が
あ
る
」
と
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し

た
が「
特
に
意
見
が
な
か
っ
た
の
で
理

解
が
得
ら
れ
た
も
の
と
判
断
し
た
」
と

の
答
弁
で
し
た
。

　

水
難
事
故
を
受
け
緊
急
整
備

　

下
校
途
中
の
女
児
が
側
溝
に
流
さ
れ

命
を
落
す
と
い
う
水
難
事
故
を
受
け

て
、
教
育
委
員
会
が
緊
急
点
検
を
実
施
。

側
溝
改
修
や
グ
レ
ー
チ
ン
グ
蓋
の
設
置

費
４
千
万
円
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

　

水
口
体
育
館
等
建
設
費
も

　

こ
の
ほ
か
、
水
口
体
育
館
や
西
部
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
、
小
中
学
校
の
大
規

模
改
造
工
事
、
信
楽
体
育
館
の
災
害
復

旧
工
事
も
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

  

反
対
討
論

　

２
２
０
人
の
管
理
職
全
員
か
ら
同
意

も
な
し
、
規
約
や
規
則
に
も
明
示
が
な

い
の
に
市
長
提
案
で
管
理
職
手
当
を
減

額
す
る
の
は
問
題
。

  

賛
成
討
論

　

選
挙
に
か
か
る
財
源
確
保
は
、
市
を

あ
げ
て
再
発
防
止
に
取
り
組
む
市
長
の

強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
表
す
。
法
的

根
拠
も
得
て
い
る
。

（
賛
成
多
数
に
て
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
）
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条
例
の
一
部
改
正

　

税
条
例

　

こ
の
税
条
例
の
改
正
は
、
国
の
税
法

改
正
が
施
行
さ
れ
た
も
の
に
準
じ
て
の

改
正
で
、
市
民
税
、
た
ば
こ
税
、
固
定

資
産
税
資
産
関
係
で
す
。
た
ば
こ
税
は

平
成
34
年
ま
で
段
階
的
に
増
税
と
な
る

も
の
で
す
。

Q
太
陽
光
発
電
は
、
固
定
資
産
税
の

税
収
と
な
る
の
か
。

A
今
後
、
新
設
さ
れ
る
資
産
が
対
象

で
あ
り
、
今
は
把
握
で
き
な
い
。

　

特
別
職
の
職
員
の
給
与
、
教
育
長
の

給
与
に
関
す
る
条
例

　

平
成
30
年
７
月
か
ら
同
年
９
月
分
に

お
け
る
市
長
の
給
与
10
％
、
副
市
長
の

給
与
８
％
、
教
育
長
給
与
の
５
％
を
減

額
す
る
改
正
で
す
。

　

こ
れ
は
、
昨
年
に
行
わ
れ
た
衆
議
院

選
挙
の
開
票
事
務
不
適
正
処
理
に
関
し

対
応
さ
れ
る
費
用
の
財
源
確
保
で
す
。

　

税
金
に
頼
る
こ
と
な
く
相
応
す
る
も

の
で
す
。

　

６
月
21
日
に
委
員
会
を
開
催
し
、
付
託
さ
れ
た
議
案
７
件
を
慎
重
に
審
査

し
、
い
ず
れ
も
原
案
の
通
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

付託議案

条
例
案
２
件
、
事
務
規
約
案
１
件
、
契
約
案

３
件
、
専
決
案
１
件
を
慎
重
審
査

Q
税
を
充
て
る
の
で
は
な
く
、
特
例

と
し
て
給
与
を
充
て
る
の
が
適
当

か
。

A
社
会
的
な
影
響
が
大
き
か
っ
た
事

例
で
あ
り
特
例
扱
い
と
し
た
が
、

責
任
を
問
う
も
の
で
は
な
い
。

 

事
務
の
変
更
及
び
規
約
の
変
更

　

甲
賀
広
域
行
政
組
合
の
処
理
す
る
事

務
の
変
更
及
び
規
約
の
変
更

　

甲
賀
広
域
行
政
組
合
の
共
同
処
理
す

る
税
務
事
務
の
う
ち
市
税
の
滞
納
繰
越

整
理
を
削
り
、
組
合
規
約
を
変
更
す
る

も
の
で
す
。

 

契
約

　

信
楽
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
・
信
楽
伝

統
産
業
会
館
等
建
設
工
事

　

信
楽
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
・
信
楽
伝

統
産
業
会
館
建
設
工
事
・
信
楽
開
発
セ

ン
タ
ー
改
修
工
事
・
信
楽
開
発
セ
ン

タ
ー
増
築
工
事
等
入
札
の
契
約
３
件
に

つ
い
て
議
決
を
求
め
る
も
の
で
す
。

 

専
決
処
分

　

税
条
例
の
一
部
改
正

　

地
方
税
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

が
平
成
30
年
３
月
31
日
に
改
正
さ
れ
た

も
の
で
、
文
言
の
修
正
な
ど
で
す
。

 

採
決　

以
上
７
件
全
員
賛
成
に
て
可

決
す
べ
き
も
の
と
決
定

　

付
託
議
案
審
査
の
後
、
次
の
６
件
に

つ
い
て
所
管
事
務
調
査
を
行
い
ま
し

た
。

● 

例
月
出
納
検
査
の
結
果
に
つ
い
て

　

事
務
処
理
に
不
適
切
が
あ
り
改
善
を

求
め
た
。 所

管
事
務
調
査

総合計画、財政、自治振興、危機管理等に関わる委員会です。

　

富
山
県
射
水
市
及
び
福
井
県
坂
井
市

に
お
い
て
７
月
９
日
、
10
日
に
公
共
施

設
総
合
計
画（
合
併
前
に
整
備
さ
れ
た

公
共
施
設
の
更
新
期
問
題
）
と
空
き
家

活
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト（
入
居
や
出
店
を

サ
ポ
―
ト
し
賑
わ
い
を
目
指
す
）
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
行
政
視
察
を
行
い
ま

し
た
。

視
察
研
修

● 

旧
鮎
河
小
学
校
・
山
内
小
学
校
等
の

利
活
用
に
関
す
る
状
況
に
つ
い
て

● 

第
２
次
甲
賀
市
国
土
計
画
策
定
に
向

け
た
進
捗
状
況
と
今
後

● 

甲
賀
市
と
張
家
界
市（
中
国
）交
流
事
業

● 

公
共
施
設
の
最
適
化
計
画

● 

平
成
31
年
度
予
算
編
成
方
針

福井県坂井市空き家活用プロジェクト現地視察

信楽地域市民センターイメージ図
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専
決
処
分

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正

Q
「
提
示
を
求
め
ら
れ
た
場
合
に
は
、

こ
れ
ら
を
提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
の
解
釈
は
。

A
例
え
ば
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
離
職

票
提
出
時
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
で
の

確
認
が
で
き
な
い
場
合
、
雇
用
保

険
受
給
資
格
者
証
の
提
示
を
求
め

る
こ
と
に
な
る
と
の
こ
と
。

病
院
事
業
設
置
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正

平
成
29
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

 

条
例
の
一
部
改
正 

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
設
備
及

び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

Q
新
し
い
基
準
に
よ
る
支
援
員
の
資

質
の
確
保
は
。

A
実
務
経
験
、
勤
務
姿
勢
等
を
確
認

す
る
。
常
勤
が
必
須
で
は
な
い
が
、

継
続
性
が
大
切
で
あ
り
、
夏
休
み

だ
け
な
ど
短
期
の
勤
務
で
あ
れ
ば
、

継
続
性
の
観
点
か
ら
勤
務
年
数
に

常任委員会報告

厚生文教常任委員会

計
算
さ
れ
な
い
と
、
国
の
Q
&
A

に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

Q
支
援
員
が
不
足
し
て
い
る
と
聞
く

が
現
状
は
。

A
確
保
が
厳
し
い
現
状
が
あ
る
。
改

正
に
よ
り
、
新
た
な
資
格
者
が
増

え
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

保
育
園
設
置
等
に
関
す
る
条
例

Q
山
内
学
区
の
保
護
者
の
了
承
は
得

た
の
か
。

A
山
内
学
区
幼
保
・
小
中
学
校
再
編

検
討
協
議
会
が
2
月
に
未
就
学
児

を
含
む
全
保
護
者
へ
の
説
明
会
・

意
見
聴
取
の
会
を
開
催
さ
れ
、
理

解
を
得
た
と
報
告
を
受
け
た
。

Q
閉
園
後
に
つ
い
て
は
。
閉
園
式
は
。

A
保
育
幼
稚
園
課
が
、
行
政
財
産
と

し
て
10
月
以
降
は
普
通
財
産
と
し

て
管
理
す
る
。
今
後
の
利
活
用
は
、

総
合
政
策
部
が
事
務
局
と
な
り
、

「
旧
山
内
小
学
校
・
保
育
園
跡
地
利

活
用
検
討
協
議
会
」
で
小
学
校
も
含

め
検
討
し
て
い
る
。
式
典
は
、
保

育
園
が
既
に
休
園
し
て
お
り
現
在

は
検
討
し
て
い
な
い
。
討
論

特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地

域
型
保
育
事
業
の
運
営
に
関
す
る
基

準
を
定
め
る
条
例

介
護
保
険
条
例

 

採
決　

以
上
７
件
全
員
賛
成
に
て
可

決
す
べ
き
も
の
と
決
定

● 

自
殺
対
策
計
画
に
つ
い
て

　

自
殺
対
策
基
本
法（
平
成
28
年
一
部
改

正
）に
基
づ
き
、（
仮
称
）甲
賀
市
自
殺
対

策
計
画
を
、
平
成
31
年
度
か
ら
35
年
度

の
計
画
と
し
て
定
め
る
も
の
で
す
。
セ
ー

フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
自
殺
対
策
委
員
会
で

把
握
し
た
市
の
課
題
も
検
討
さ
れ
ま
す
。

　

６
月
20
日
に
委
員
会
を
開
催
し
、
付
託
さ
れ
た
議
案
７
件
を
慎
重
に

審
査
し
、
い
ず
れ
も
原
案
の
通
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

専
決
案
３
件
、
条
例
案
４
件
を
慎
重
審
査

所
管
事
務
調
査

市民の生活と福祉、文化やスポーツ、教育に関わる委員会です。

● 
通
学
路
点
検
の
状
況
報
告

● 

新
水
口
体
育
館
建
設
に
伴
う
検
討
委

員
会
か
ら
の
提
言
書

● 

再
編
検
討
協
議
会
の
進
捗
状
況

報
告
事
項

人材確保が急がれる放課後児童クラブ

　

委
員
会
で
は
７
月
11
日
、
12
日
に
岡
山

県
新
見
市
、
兵
庫
県
小
野
市
及
び
川
西
市

に
お
い
て
行
政
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　

新
見
市
で
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
推
進
、
小

野
市
で
は
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
整
備
・

運
営
、
川
西
市
で
は
市
民
体
育
館
に
つ
い

て
そ
れ
ぞ
れ
視
察
研
修
し
ま
し
た
。

視
察
研
修

（
雲
井
学
区
保
育
園
・
小
学
校
再
編

検
討
協
議
会
）

（
小
原
小
学
校
再
編
検
討
協
議
会
）

● 

保
育
園
及
び
認
定
こ
ど
も
園
実
施
計

画
検
討
協
議
会
の
開
催
状
況

（
水
口
地
域
公
立
保
育
園
実
施
計
画

検
討
協
議
会
）

（
水
口
東
・
岩
上
保
育
園
統
合
認
定

こ
ど
も
園
実
施
計
画
検
討
協
議
会
）

（
伴
谷
幼
稚
園
・
伴
谷
保
育
園
統
合
認

定
こ
ど
も
園
実
施
計
画
検
討
協
議
会
）

以
上
４
件
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。小野市ではモニターで説明を受ける
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条
例
の
制
定

　

男
女
共
同
参
画
を
推
進
す
る
条
例

　

こ
の
条
例
は
、
人
口
減
少
が

加
速
す
る
中
に
あ
っ
て
も
男
女

が
様
々
な
分
野
に
共
に
参
画
し
、

そ
の
個
性
と
能
力
を
十
分
に
発

揮
し
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
や
活
躍
が

で
き
、
そ
れ
ら
が
認
め
ら
れ
る

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
へ

の
決
意
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

性
別
に
よ
り
役
割
を
決
め
て

し
ま
う
考
え
方
や
社
会
の
習
慣

な
ど
を
改
め
て
い
こ
う
と
い
う

男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
の

内
容
と
、
職
業
生
活
を
希
望
す

る
女
性
が
、
そ
の
個
性
と
能
力

を
十
分
に
発
揮
し
て
、
チ
ャ
レ

ン
ジ
や
活
躍
が
で
き
る
社
会
の

実
現
を
目
指
す
女
性
活
躍
推
進

法
の
内
容
を
盛
り
込
み
、
希
望

す
る
方
々
の
背
中
を
押
す
内
容

と
し
て
い
ま
す
。

　

６
月
22
日
に
委
員
会
を
開
催
し
、
付
託
さ
れ
た
男
女
共
同
参
画
を
推

進
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
審
査
し
、
原
案
の
通
り
可
決
す
べ
き
も

の
と
決
し
ま
し
た
。

男
女
共
同
参
画
を
推
進
す
る
条
例
を
審
査

  

主
な
質
疑

Q
男
女
共
同
参
画
と
い
う
条
例
文
に

つ
い
て
、
男
女
の
差
別
、
不
均
衡
と
い

う
こ
と
が
文
言
と
し
て
盛
り
込
ま
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
市
民
か
ら
誤
っ
た
解

釈
を
さ
れ
る
こ
と
を
懸
念
す
る
が
。

A
こ
の
条
例
は
理
念
的
条
例
で
あ
る

た
め
、
例
え
ば
、
子
育
て
や
人
権
な
ど

甲
賀
市
の
様
々
な
分
野
で
の
計
画
や
条

例
の
中
で
補

完
連
携
を
す

る
。

Q
ダ
イ
バ
ー

シ
テ
ィ
に
つ

い
て
詳
し
く

説
明
を
求
め

る
。

A
ダ
イ
バ
ー

シ
テ
ィ
を
直

訳
す
る
と「
多

様
性
」
で
あ

り
、
大
き
く

個
別
対
応
型

と
包
括
型
の
２
つ
の
捉
え
方
が
あ

る
。
個
別
対
応
型
は
、
性
的
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
ー
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
、
高
齢
者
、
障
害

者
な
ど
個
別
の
テ
ー
マ
に
焦
点
を
あ
て

た
考
え
方
。
包
括
型
は
、
個
別
テ
ー
マ

で
な
く
、
多
様
性
を
受
け
入
れ
る
意
識

や
風
土
の
醸
成
を
含
む
。

　

こ
の
条
例
は
、
包
括
型
で
理
念
的
な

も
の
を
い
い
、
個
別
対
応
型
は
、
Ｌ
Ｇ

Ｂ
Ｔ
や
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
な
ど
他

の
計
画
で
の
対
応
で
あ
る
。

　

ま
た
、
条
例
は
男
女
共
同
参
画
社
会

基
本
法
に
基
づ
い
て
作
成
さ
れ
、
女
性

が
活
躍
で
き
る
社
会
を
含
め
こ
の
法
律

は
で
き
て
い
る
。
全
国
で
男
女
共
同
参

画
条
例
が
制
定
さ
れ
て
お
り
、
あ
ま
り

差
異
の
な
い
中
で
、
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
、

常任委員会報告

産業建設常任委員会

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
と
い
う
考
え

方
を
と
り
入
れ
た
の
は
、
甲
賀
市
独
自

の
も
の
で
あ
り
、
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
は

男
女
共
同
参
画
を
取
り
入
れ
て
い
る
条

例
で
あ
る
こ
と
を
示
し
、
ワ
ー
ク
ラ
イ

フ
バ
ラ
ン
ス
は
働
き
方
改
革
の
中
で
仕

事
と
生
活
の
調
和
を
進
め
て
い
く
と
い

う
、
今
の
時
代
に
沿
っ
た
条
例
で
あ
る

と
説
明
が
あ
っ
た
。

 

採
決　

賛
成
多
数
に
て
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
定

※
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ　

性
的
少
数
者
を
限
定
的
に
指
す

言
葉
。
レ
ズ
ビ
ア
ン
（
女
性
同
性
愛
者
）
、
ゲ

イ
（
男
性
同
性
愛
者
）
、
バ
イ
セ
ク
シ
ュ
ア
ル

（
両
性
愛
者
）
、
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
（
出

生
時
に
診
断
さ
れ
た
性
と
、
自
認
す
る
性
の

不
一
致
）
の
頭
文
字
を
と
っ
た
総
称
。

産業、建設、観光振興、上下水道、生活環境に関わる委員会です。

　

付
託
議
案
審
査
の
後
、
次
の
３
件
に

つ
い
て
所
管
事
務
調
査
を
行
い
ま
し

た
。

● 

第
２
次
甲
賀
市
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
の
策

定
方
針
に
つ
い
て

● 

甲
賀
都
市
計
画
区
域
に
お
け
る
区
域

区
分（
線
引
き
）
の
見
直
し
方
針
に
つ

い
て

● 

甲
賀
都
市
計
画
区
域
に
お
け
る
用
途

地
域
の
変
更
に
つ
い
て

所
管
事
務
調
査

※
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向
け
て
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

「
議
員
政
治
倫
理
条
例
」は
、
平
成
25

年
３
月
に
議
会
の
最
高
規
範
と
し
て
制

定
さ
れ
た「
甲
賀
市
議
会
基
本
条
例
」を

補
完
す
る
条
例
と
し
て
、
遵
守
す
べ
き

議
員
と
し
て
の
政
治
倫
理
基
準
等
を
定

め
る
条
例
で
す
。
各
会
派
の
意
見
も
集

約
し
、
更
に
委
員
会
に
て
議
論
を
深
め

て
い
き
ま
す
。

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
に
つ
い
て
は
、
既

に
機
種
選
定
と
シ
ス
テ
ム
の
選
考
並
び

に
、
利
活
用
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
制
定
も

完
了
し
、
７
月
末
か
ら
研
修
・
試
行
に

向
け
て
着
々
と
準
備
を
進
め
て
い
ま

す
。

　

今
後
は
、
議
会
基
本
条
例
で
定
め
て

い
る
諸
事
項
の
進
捗
状
況
を
確
認
し
、

よ
り
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
、
未
着

手
項
目
の
洗
い
出
し
と
、
そ
の
対
応
の

具
体
策
検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

今年７月末から導入予定の
タブレット端末

特別委員会報告
　

昨
年
10
月
22
日
に
執
行
さ
れ
た
衆
議

院
選
挙
第
４
区
に
お
け
る
開
票
事
務
作

業
で
、
甲
賀
市
選
挙
管
理
委
員
会
に
よ

る
不
正
が
、
２
月
１
日
に
市
長
へ
の
内

部
通
報
に
よ
り
発
覚
し
た
こ
と
を
受

け
、
３
月
定
例
会
に
お
い
て
設
置
し
ま

し
た
。
本
委
員
会
は
議
長
を
除
く
全
議

員
で
構
成
し
、
開
票
所
で
の
不
適
切
処

理
に
つ
い
て
、
事
案
の
検
証
や
調
査
等

を
行
い
、
再
発
防
止
等
に
つ
な
げ
る
こ

と
を
目
的
に
、
こ
れ
ま
で
に
委
員
会
を

３
回
開
い
て
い
ま
す
。

　

第
１
回
目
は
本
会
議
会
期
中
の
３
月

26
日
に
開
き
、
正
副
委
員
長
互
選
と
委

員
会
の
目
的
、
調
査
方
法
、
日
程
等
に

つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

　

第
２
回
目
は
４
月
17
日
に
、
第
３
回

目
は
５
月
17
日
に
開
き
、
説
明
員
と
し

て
選
挙
管
理
委
員
長
を
始
め
選
管
事
務

局
及
び
市
総
務
部
長
の
出
席
を
求
め
、

こ
れ
ま
で
の
経
過
報
告
、
開
票
事
務
従

事
者
１
６
０
名
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
集
計

結
果
、
弁
護
士
３
名
に
よ
る
職
員
29
名

へ
の
聞
き
取
り
概
要
な
ど
及
び
第
三
者

委
員
会
で
の
審
議
状
況
の
報
告
を
確
認

し
、
事
実
関
係
の
把
握
を
し
つ
つ
、
職

員
の
意
識
や
法
令
遵
守
、
選
挙
事
務
の

改
善
、
各
種
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
見
直
し
、

選
挙
管
理
委
員
会
の
体
制
な
ど
の
問
題

点
を
指
摘
し
、
再
発
防
止
に
向
け
て
調

査
を
し
ま
し
た
。

　

現
時
点
で
は
検
察
庁
へ
送
検
さ
れ
て

い
る
段
階
で
あ
り
、
告
発
さ
れ
た
４
人

か
ら
の
聴
取
内
容
は
開
示
さ
れ
ず
、
刑

事
訴
訟
法
に
抵
触
す
る
可
能
性
が
あ
る

た
め
答
弁
で
き
な
い
な
ど
、
真
相
解
明

に
は
至
っ
て
お
ら
ず
、
今
後
、
原
因
究

明
、
事
案
の
背
景
な
ど
本
質
に
迫
り
、

民
主
主
義
の
根
幹
を
な
す
選
挙
の
適
正

な
執
行
と
再
発
防
止
の
徹
底
に
向
け
て

引
き
続
き
協
議
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

開
票
事
務
不
正
調
査

改
革　

そ
の
１

議
員
政
治
倫
理
条
例
制
定
に

向
け
て
の
検
討

改
革　

そ
の
２

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
導
入
と
利

用
規
程
の
検
討

～
議
員
活
動
の
ペ
ー
パ
ー
レ

　

ス
化
を
目
指
し
て
～

改
革　

そ
の
３

議
会
基
本
条
例
の
進
捗
確
認

と
具
体
策
の
検
討

議

会

改

革

推

進

議
員
政
治
倫
理
条
例

　
　
　
　

制
定
に
向
け
て

　

本
年
３
月
議
会
に
お
い
て「
よ
り
開

か
れ
た
議
会
」
を
目
指
し
、
議
会
改
革

推
進
特
別
委
員
会
が
発
足
し
ま
し
た
。

委
員
の
構
成
は
、
各
会
派（
無
会
派
も

一
会
派
と
見
な
す
）
か
ら
各
１
名
を
選

出
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
に
入
り
４
回
の
委
員
会
を
開

催
し
、「
議
員
政
治
倫
理
条
例
」の
制
定

に
向
け
て
の
研
究
や
検
討
・
協
議
と
並

行
し
て
、
議
員
活
動
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス

化
を
目
指
し
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
導

入
と
、
利
活
用
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
制
定
に

本
委
員
会
の
当
面
の
役
割



平成29年度

各会派別政務活動費報告

平成29年４月１日～平成30年３月31日

　議員の調査研究その他の活動に資するため必要な経費の一部として政務活動費が交付され

ています。政務活動費は、議員１人１ヶ月２万円で、所属会派（無所属議員にあっては個人）に

交付し、年度末にその使途を明確にして精算し、残金は返還しました。

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

凛風会

志誠会

公明党甲賀市議団

共産党甲賀市議員団

無所属クラブ

鵜飼　　勲

田中　喜克

152,590　18%

2,310 0.6%

11,800

16,300 0.45% 198,650 5.5%66,705 1.85%

4,500 3%

81,518 2.25% 562,2921,800 0.05%

3,120 2% 19,662

16,664 7,701

99,816　83%

1,404 1%

18,780　16%

18,57119,4408,185

16,200

415,890　99%

1,800 0.4%

261,122　62%

1,434 0.1%

14,289 1% 62,433

358,833　43%

平
成
29
年
４
月
〜
10
月
交
付
分

                

　
　       

 

（
平
成
29
年
10
月
31
日
任
期
満
了
）
収
支
状
況

平
成
29
年
11
月
〜
平
成
30
年
３
月
交
付
分

　
　
　
　
（
平
成
29
年
11
月
１
日
第
５
期
任
期
開
始
）
収
支
状
況

3,600,000
合計

合計

1,260,000

840,000

420,000

420,000

120,000

120,000

140,000

140,000

140,000

800,000

600,000

300,000

300,000

200,000

100,000

100,000

1,923 0.5%

327,143　38.9%

21,600 2%

3,212 0.8%

153,743　36.7%

清風クラブ

市民クラブ・新しい風

公明党甲賀市議団

共産党甲賀市議員団

森田　久生

小河　文人

谷永　兼二

鵜飼　　勲

田中　喜克

要請・陳情

活動費
広聴費広報費

資料

購入費
資料

作成費
調査旅費

研究

研修費

残額

（市へ返還）

交付額 （円）

交付額

248,472　31%

99,053

12% 309,976　39%

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

219,034　37%

14,472 2%

318,616　53%

94,258　31%

41,460

14% 164,282　55%

30,000

10%

6,250 2.1% 3,100 1.3%

235,078　78%

1,800 0.6%

60,800　30% 6%

11,313 8,640

18,983　19%57,434　57% 23,112　23%

18,932　19%

13,285 8,200

142,499　18%

47,878

8%

23,772

8%

119,247　60%

471 1%

59,583　60%

393,450128,894 309,272

16%2,400,000

331,542　26% 631,486　50% 198,650　16%

10% 14% 83,835　70% 6%

5%

12% 74,426　53% 49,374　35%

13%93,804　67%14%6%

47,338　34% 65,380　47%14%

792,592　22% 1,880,143　52.3% 15.6%

4%

13% 8%

1,044,792　44%467,823　20%5% 13%

53,969 2%

※途中２名分の減額あり

※４月～９月分を交付

※４月～９月分を交付

1,800 0.07%

2018.8 10
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順番 氏　　名 質問事項

13 田
た

中
なか

　將
まさ

之
ゆき

1　第２次甲賀市観光振興計画について

2　ペースメーカー等を埋め込み手術さ

れた方への電磁波防護服の給付につ

いて

3　マーケティング４．０とこれからの自

治体運営

14 岡
おか

田
だ

　重
しげ

美
み

1　原発ゼロと原子力防災について

2　介護保険の利用料と保険者機能強化

推進交付金について

3　土山での乳幼児健診の再開について

4　旧東海道松並木の松枯れ対策について

5　悲しい事故を起こさないために通学

路の安全点検と対策について

15 谷
たに

永
なが

　兼
けん

二
じ

1　学校教育現場におけるカラーユニ

バーサルデザインと色覚に配慮した

チョークの導入について

2　コミバス無料乗車券交付事業と障害

者福祉車両運賃助成の見直しを

3　地域おこし協力隊の展望について

16 山
やま

中
なか

　修
しゅう

平
へい

1　コミュニティバス事業への補助金と

利用客拡大について

2　凍結防止剤（塩カル）散布事業について

17 橋
はし

本
もと

　恒
ひさ

典
のり

1　地域におけるＬＥＤ照明導入促進に

ついて

2　市内のプールの現状について

3　子育て世代包括支援センター「ここ

もーり」開設１年

18 山
やま

中
なか

　善
よし

治
はる

1　太陽光発電のまちづくりにおける有

効性について

2　「ホストタウンでシティセールス」を問う

19 小
こ

西
にし

喜
き

代
よ

次
つぐ

1　お茶の寒干害対策について

2　売電目的の太陽光発電施設の規制と

環境対策について

3　小学校での「道徳」と「英語」の教

科化への対応について

4　旧甲賀病院跡地について

20 奥
おく

田
だ

　宏
こう

嗣
じ

1　住み良い地域環境を整えていく為へ

の空き家対策について

2　耕作放棄地の問題について

3　通学路及び事故多発地点での安全対

策について

21 竹
たけ

若
わか

　茂
しげ

國
くに

1　甲賀市のスポーツ活動における指導

の状況について

2　甲賀市内の幼稚園、保育園の現状に

ついて

3　甲賀市の観光産業の振興について

4　人権尊重の宣言、非核平和都市宣言

のモニュメントの設置について

22 里
さと

見
み

　　淳
あつし

1　消防団ポンプ車の免許問題について

2　余裕教室活用ガイドラインについて

3　紫香楽宮跡を特別史跡に

順番 氏　　名 質問事項

１ 小
お

河
がわ

　文
ふみ

人
と

1　甲賀のお茶「寒干害」について

2　県立信楽窯業試験場の移転計画につ

いて

２ 田
た

中
なか

　喜
よし

克
かつ

1　小学生の側溝転落事故について

2　水口市街地の活性化、市街地内遊休

地の活用について

3　日本遺産の物語に「信楽高原鐵道の

新駅設置を」について

３ 戎
えびすわき

脇　　浩
ひろし

1　通学路の安全対策について

2　会議・審議会等の広報のあり方につ

いて

４ 糸
いと

目
め

　仁
まさ

樹
き

1　自助・共助を高める防災コミュニケー

ションについて

2　コミタクの配車場所、時刻、ルート

の改善について

3　甲賀市内空き地の植物工場誘致につ

いて

５ 森
もり

田
た

　久
ひさ

生
お 1　第72回全国植樹祭の式典会場候補地

に「鹿深夢の森」決定を受けて

６ 白
しら

坂
さか

萬
ま

里
り

子
こ

1　健康寿命を延ばす介護予防対策について

2　公営住宅対策について

3　子どもの命守るワクチン接種及び予防

接種について

７ 鵜
う

飼
かい

　　勲
いさお

1　単一性障害・双極性障害の実態認識と

支援および市職員のハラスメントに対

する危機管理について

８ 田
た

中
なか

　新
あら

人
と

1　子どもの安心安全のまちづくりにつ

いて

2　農業問題について

3　若者定住について

９ 山
やま

岡
おか

　光
みつ

広
ひろ

1　歴史的な南北朝鮮及び米朝首脳会議

について

2　貧困打開に向け生活保護の拡充、「し

おり」やＨＰの改善について

3　国民健康保険税における子どもの均

等割軽減について

4　保育所の待機児童対策について

5　農道磯尾34号線の市道認定について

10 堀
ほり

　　郁
いく

子
こ

1　水難事故について

2　がん対策について

3　甲賀市ひと・まち街道交流館裏の公

園について

4　里山の風景を守るふるさとづくりに

ついて

11 橋
はし

本
もと

　律
りつ

子
こ

1　わが市の障がい者就労定着支援の今

後について

2　より効果的な地域公共交通へ

12 土
つち

山
やま

　定
さだ

信
のぶ

1　通学路の安全確認

2　市道の道路整備について

3　次回の知事選挙の開票体制について

公職選挙法メモ 議員が選挙区内にあるもの対して寄付をすることは、いかなる名義でも禁止されています。

市の考えを問う22人の
議員が

平成30年　第３回甲賀市議会定例会一般質問

市の考えを問う 目次22人の
議員が

平成30年

６月14日・15日・18日・19日

危機・安全管理統括監 危機統括監

総合政策部長 総政部長 市民環境部長 市環部長 健康福祉部長 健福部長

産業経済部長 産経部長 こども政策部長 こ政部長 農業委員会事務局長 農委局長

■答弁者の凡例
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一般質問
ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。

小河　文人

県
と
連
携
し
必
要
な
取
組
み
を
す
る

窯
業
試
験
場
を
陶
芸
の
森
入
口
私
有
地
へ

Q
信
楽
窯
業
試
験
場
の
建
替
え
が
検

討
さ
れ
る
中
、
陶
器
業
界
か
ら
県
知
事

に
対
し
陶
芸
の
森
前
の
未
利
用
地(

私

有
地)

へ
の
移
転
建
替
の
要
望
が
出
さ

れ
た
。
窯
業
試
験
場
は
、
新
製
品
の
開

発
や
技
術
研
鑽
、
後
継
者
育
成
な
ど
業

界
と
の
密
接
な
関
係
が
構
築
さ
れ
て
い

る
。
陶
器
業
界
か
ら
の
要
望
を
ど
う
受

け
止
め
て
い
る
か
。

 

市
長　

要
望
に
つ
い
て
は
去
る
５
月

８
日
、
信
楽
地
域
経
済
団
体
代
表
の
皆

様
か
ら
滋
賀
県
知
事
要
望
の
後
、
直
接

面
談
し
書
面
で
提
出
頂
い
た
。

　

陶
芸
の
森
入
口
付
近
の
私
有
地
は
、

県
を
代
表
す
る
地
場
産
業
の
産
地
で
、

か
つ
歴
史
と
伝
統
あ
る
観
光
地
の
玄
関

口
で
あ
り
大
き
な
課
題
と
受
け
止
め
て

い
る
。
本
試
験
場
移
転
整
備
事
業
に
つ

い
て
は
県
に
担
っ
て
い
た
だ
く
も
の
で

は
あ
る
が
、
本
施
設
は
甲
賀
市
に
と
っ

て
重
要
な
施
設
で
あ
り
、
信
楽
焼
産
地

の
未
来
に
は
不
可
欠
な
施
設
と
認
識
し

て
い
る
。

　

こ
の
事
か
ら
、
陶
芸
の
森
と
窯
業
試

験
場
を
一
体
的
に
活
用
し
て
い
く
と

い
う
県
の
方
向
性
は
、
信
楽
焼
産
地
に

と
っ
て
有
益
で
、
本
市
も
共
通
認
識
に

立
て
る
。
今
回
提
出
さ
れ
た
地
域
の
思

い
を
前
向
き
に
捉
え
施
設
の
移
転
や
土

地
の
活
用
に
つ
い
て
、
県
、
市
、
地
域

そ
れ
ぞ
れ
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
や
思
い
が

成
就
で
き
る
よ
う
、
県
や
地
域
の
皆
様

と
し
っ
か
り
と
連
携
・
調
整
を
図
り
な

が
ら
、
必
要
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い

く
考
え
で
あ
る
。

ＱＲコード

田中　喜克

費
用
対
効
果
、
経
営
等
考
慮
し
検
討

信
楽
高
原
鐵
道
に
新
駅
設
置
を

Q
公
立
病
院
跡
地
を
甲
賀
市
の
中
心

地
と
し
て
位
置
付
け
、
利
用
活
用
を
計

る
こ
と
が
で
き
な
い
か
。

 

市
長　

こ
の
地
は
、
水
口
体
育
館
、

水
口
地
域
公
立
保
育
園
の
整
備
が
最
適

で
あ
る
と
判
断
し
、
整
備
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
こ
れ
ら
施
設
整
備
が
市
街
地

の
機
能
や
に
ぎ
わ
い
を
高
め
て
い
く

と
、
確
信
し
て
い
る
。

Q
水
口
市
街
地
内
の
遊
休
地
の
活
用

は
。

 

総
政
部
長 

先
ず
は｢

公
共
施
設
の
最

適
化
計
画
」
に
基
づ
き
施
設
の
統
廃
合

な
ど
緊
急
性
の
あ
る
課
題
を
優
先
さ
せ

る
。
市
街
地
内
の
遊
休
地
活
用
は
こ
れ

を
踏
ま
え
て
慎
重
に
対
応
し
て
い
く
。

Q
「
小
学
生
の
側
溝
転
落
事
故
」
な
ど

二
度
と
痛
ま
し
い
事
故
が
起
こ
ら
な
い

為
の
取
り
組
み
活
動
は
ど
の
よ
う
に
。

 

市
長　

今
回
の
事
故
を
教
訓
と
し
て
、

市
民
の
安
心
安
全
な
く
ら
し
が
出
来
る

よ
う
に
あ
ら
ゆ
る
部
署
部
門
で
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

Q
「
甲
賀
市
民
の
命
を
守
る
最
後
の

砦
」
甲
賀
病
院
の
救
急
医
療
体
制
の
現

状
は
。

 

市
長
・
健
福
部
長　

甲
賀
病
院
は
甲

賀
圏
域
の
第
二
次
救
急
医
療
機
関
と
し

て
有
り
、
よ
り
重
篤
・
緊
急
度
の
高
い

患
者
は
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
な
ど
使
い
三

次
救
急
医
療
機
関
に
搬
送
収
容
す
る
。

Q
日
本
遺
産
「
忍
者
・
信
楽
焼
」
発
信

を
ぜ
ひ
高
原
鐵
道
新
駅
設
置
で
勢
い

を
。

 

市
長　

日
本
遺
産
に
直
結
鉄
道
は
魅

力
。

ＱＲコード

A Q

A Q

建替え検討中の県立窯業試験場

甲賀病院跡地に新水口体育館および水口地域公立保育園を整備

水口地域
公立保育園
整備予定地

道路改修予定

道路改修予定

新水口体育館

新水口体育館建設計画
土地利用計画案

議員は選挙区内の運動会やスポーツ大会への差し入れが禁止されています。
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一般質問
ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。

戎脇　　浩

よ
り
強
い
姿
勢
で
改
善
に
臨
む

通
学
路
に
更
な
る
安
全
対
策
を

Q
通
学
路
、
集
合
場
所
は
住
宅
・
交

通
事
情
の
変
化
に
よ
り
、
安
全
性
も
変

わ
る
が
現
状
は
積
極
的
な
見
直
し
が
行

わ
れ
て
い
な
い
と
感
じ
る
。
見
直
し
を

シ
ス
テ
ム
化
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

 

教
育
長　

年
度
末
に
現
状
の
通
学
路
、

集
合
場
所
が
、
本
当
に
適
切
か
ど
う
か

を
検
証
す
る
仕
組
み
、
ま
た
一
年
間
の

中
で
も
再
確
認
す
る
仕
組
み
も
必
要
だ

と
考
え
て
い
る
。

Q
個
人
情
報
保
護
の
観
点
か
ら
新
入

生
の
情
報
は
保
護
者
に
伝
わ
り
に
く

い
。
学
校
現
場
が
多
忙
を
極
め
て
い
る

こ
と
は
承
知
し
て
い
る
が
、
学
校
も
見

直
し
に
積
極
的
に
関
わ
る
べ
き
で
は
な

い
か
。

 

教
育
長　

通
学
路
や
集
合
場
所
の
決

定
に
際
し
て
は
、
地
域
と
学
校
、
そ
し

て
保
護
者
が
協
議
を
し
な
が
ら
、
よ
り

安
全
な
通
学
路
を
設
定
す
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

Q
各
小
中
学
校
で
年
間
２
箇
所
の
危

険
個
所
を
重
点
的
に
改
善
す
る
た
め
の

「
通
学
路
合
同
点
検
」
が
行
わ
れ
て
い

る
が
、
関
係
機
関
も
多
く
、
連
携
・
連

絡
体
制
に
問
題
が
見
受
け
ら
れ
る
。
事

務
局
を
担
う
教
育
委
員
会
は
、
道
路
管

理
者
や
公
安
に
対
し
、
調
整
役
に
と
ど

ま
る
の
で
は
な
く
、
子
ど
も
た
ち
の
安

全
の
た
め
に
強
い
姿
勢
で
臨
む
べ
き
で

は
な
い
か
。

 

教
育
部
長　

今
後
は
危
険
性
、
要
因

を
充
分
に
把
握
し
、
関
係
部
局
へ
強
い

姿
勢
で
対
応
を
求
め
る
と
共
に
、
積
極

的
に
対
応
で
き
る
組
織
づ
く
り
に
努
め

る
。

ＱＲコード

糸目　仁樹

然
る
べ
き
時
に
検
討
す
る

乗
合
型
交
通
コ
ン
ビ
ニ
ク
ル
導
入
を

Q
コ
ミ
タ
ク
は
コ
ミ
バ
ス
よ
り
も
利

便
性
が
大
い
に
増
し
た
が
、
停
留
所
ま

で
行
け
な
い
方
も
多
く
課
題
が
残
る
。

停
留
所
を
設
け
ず
、
複
数
の
乗
車
希
望

情
報
を
基
に
、
ド
ア
ツ
ー
ド
ア
で
効
率

よ
く
乗
降
が
可
能
と
な
る
東
大
開
発
の

乗
合
型
交
通
シ
ス
テ
ム 

コ
ン
ビ
ニ
ク

ル
導
入
を
検
討
頂
け
な
い
か
。
新
規
設

備
の
導
入
は
な
く
安
価
に
運
行
が
出
来

る
た
め
、
試
験
運
行
も
容
易
に
出
来
る
。

市
長
の
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
以
て

せ
め
て
試
験
運
行
だ
け
で
も
実
施
を
検

討
頂
け
な
い
か
。

 

市
長　

昨
年
10
月
に
抜
本
的
な
コ
ミ

タ
ク
再
編
を
し
、
今
の
と
こ
ろ
支
障
が

な
い
た
め
、
当
面
は
こ
の
シ
ス
テ
ム
で

継
続
し
た
い
。
た
だ
し
、
国
交
省
に
お

い
て
も
、
利
便
性
の
向
上
を
目
的
に
規

制
緩
和
を
検
討
し
て
い
る
と
聞
く
。
そ

れ
を
踏
ま
え
、
今
後
適
切
な
時
期
が
来

た
ら
議
員
提
案
の
コ
ン
ビ
ニ
ク
ル
も
含

め
、
先
進
事
例
を
参
考
に
検
討
し
た
い
。

Q
大
災
害
が
起
き
た
ら
、
行
政
の
救

援
た
る
公
助
は
な
か
な
か
行
き
届
か
な

い
。
自
助
・
共
助
力
を
予
め
高
め
る
必

要
が
あ
る
。
そ
の
為
に
、
市
民
や
各
団

体
に
ど
こ
ま
で
備
え
て
頂
く
か
具
体
的

に
打
ち
合
わ
せ
る
会
議
を
定
期
的
に
開

け
な
い
か
。

 

危
機
統
括
監　

自
治
振
興
会
や
自
治

会
の
会
長
が
集
ま
る
協
議
会
等
で
市
の

考
え
を
説
明
し
て
い
け
る
よ
う
に
検
討

し
た
い
。

ＱＲコード

議員は選挙区内にお中元やお歳暮を出すことが禁止されています。

A Q

A Q

福井県高浜町のコンビニクル

地域・保護者・学校などが結集して行われる「通学路合同点検」
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一般質問
ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。

森田　久生

全
市
民
英
知
を
結
集
し
オ
ー
ル
甲
賀
で

全
国
植
樹
祭
に
向
け
た
市
長
の
所
感
は

　

今
回
は
、
天
皇
皇
后
両
陛
下
を
お
迎

え
し
て
平
成
33
年
春
に
甲
賀
町「
鹿
深

夢
の
森
」を
メ
イ
ン
会
場
に
開
催
の「
全

国
植
樹
祭
」
に
向
け
て
の
取
組
み
姿
勢

等
に
つ
い
て
伺
う
と
同
時
に
、
市
民
意

識
高
揚
に
向
け
て
、
私
な
り
に「
４
つ

の
提
案
」を
行
い
ま
し
た
。

Q
全
国
植
樹
祭
成
功
に
向
け
て
、
ホ

ス
ト
市
長
で
あ
る
岩
永
市
長
の
所
感

は
。

 

市
長　

全
国
に
向
け
て
甲
賀
市
を
発

信
で
き
る
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、

市
民
・
企
業
・
関
係
団
体
の
英
知
を
結

集
し
、
オ
ー
ル
甲
賀
の
態
勢
で
取
り
組

む
。

Q
①
地
元
、
甲
賀
町
内
で
の
「
ま
ち
の

美
化
運
動
」
の
徹
底
展
開
の
提
案
。

 

市
長　

自
治
会
・
自
治
振
興
会
等
と

連
携
し「
郷
土
愛
」を
も
っ
て
徹
底
し
た

美
化
運
動
実
施
の
働
き
か
け
を
行
う
。

Q
②
百
二
十
年
間
続
い
て
い
る
、
大

原
小
学
校
の
愛
林
活
動
の
全
国
植
樹
祭

へ
の
参
画
機
会
の
確
保
に
向
け
た
提

案
。

 

教
育
長　

学
校
・
担
当
部
を
通
じ
、

主
催
す
る
県
関
係
者
等
と
調
整
す
る
。

Q
③
「
緑
の
少
年
団
」
の
全
国
植
樹
祭

へ
の
参
画
に
向
け
た
提
案
。

 

産
経
部
長　

天
皇
皇
后
両
陛
下
の
お

手
植
え
介
添
え
等
、
開
催
地
と
し
て
重

要
な
役
割
を
担
っ
て
頂
く
こ
と
に
な

る
。
育
成
強
化
も
含
め
取
り
組
む
。

Q
④
お
も
て
な
し
の
心
醸
成
の
た
め

「
ま
ち
中
花
い
っ
ぱ
い
運
動
」
の
提
案
。

 
産
経
部
長　

プ
ラ
ン
タ
ー
設
置
等
、

市
民
一
体
と
な
っ
た
取
組
み
と
し
た

い
。
実
行
委
員
会
に
も
提
言
し
て
行
く
。

ＱＲコード

白坂萬里子

地
域
で
継
続
で
き
る
環
境
を
推
進

健
康
寿
命
を
延
ば
す
介
護
予
防
対
策
を

Q
介
護
保
険
制
度
が
始
ま
っ
て
以
来

介
護
保
険
料
の
推
移
は
。

 

健
福
部
長　

２
５
８
５
円
か
ら
現
在

５
９
４
０
円
と
２
・
３
倍
に
な
っ
て
お

り
、
２
０
２
５
年
の
将
来
予
測
で
は

７
０
０
０
円
程
度
に
な
る
見
込
み（
平

均
額
）。

Q
長
寿
化
に
伴
う
社
会
モ
デ
ル
の
変

化
に
対
す
る
行
政
の
在
り
方
は
。

 

健
福
部
長　

社
会
福
祉
協
議
会
と
連

携
し
、
地
域
で
の
見
守
り
支
え
合
い

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
め
ざ
し
、「
包

括
支
援
体
制
構
築
事
業
」を
進
め
る
。

Q
介
護
従
事
者
へ
の
拡
充
は
。

 

健
福
部
長　

「
甲
賀
市
介
護
人
材
確

保
・
定
着
促
進
協
議
会
」の
準
備
を
し
、

「
外
国
人
技
能
実
習
制
度
」等
の
導
入
も

視
野
に
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
実
行
す

る
。

Q
フ
レ
イ
ル
チ
ェ
ッ
ク
（
介
護
が
必
要

に
な
る
手
前
の
状
態
）
測
定
の
導
入
を
。

 
健
福
部
長　

水
口
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
で
は
行
っ
て
い
る
が
、
他
の
地

域
に
お
い
て
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

Q
健
康
寿
命
を
延
ば
す
た
め
の
取
り

組
み
と
健
診
受
診
率
の
向
上
を
。

 

健
福
部
長　

「
健
康
寿
命
を
延
ば
そ

う
事
業
」
を
開
始
し
た
。
市
全
体
で
は

健
康
体
操
の
普
及
や
ウ
ォ
―
キ
ン
グ

コ
ー
ス
の
設
定
・
プ
ラ
ス
10
分
の
運
動

の
推
進
を
行
っ
て
い
る
。
健
診
受
診
率

は
現
71
％
か
ら
80
％
へ
と
目
標
を
掲
げ

取
り
組
ん
で
い
く
。

ＱＲコード

議員は選挙区内に病気見舞金を出すことが禁止されています。

A Q

A Q

第72回全国植樹祭　メイン会場に内定の「鹿深夢の森」
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一般質問
ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。

鵜飼　　勲

予
算
面
を
含
め
早
期
に
検
討
を
進
め
る

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
外
部
相
談
窓
口
の
設
置

Q
単
一
性
障
害
・
双
極
性
障
害
（
う

つ
病
・
そ
う
う
つ
病
）
を
発
病
し
た
患

者
や
家
族
が
お
か
れ
て
い
る
認
識
は
。

 

健
福
部
長　

患
者
に
つ
い
て
は
年
々

増
加
し
て
い
る
。
病
の
性
質
上
、
早
期

の
相
談
窓
口
が
必
要
と
認
識
し
て
い

る
。

Q
患
者
や
地
域
家
族
会
に
対
す
る
活

動
支
援
に
か
か
る
認
識
は
。

 

健
福
部
長 

精
神
障
が
い
に
対
す
る
、

誤
解
や
偏
見
が
生
じ
て
い
る
現
状
が
あ

る
。「
親
亡
き
後
」
の
生
活
に
も
憂
慮

さ
れ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。
家
族

会
か
ら
の
要
望
に
つ
い
て
は
、
今
後
の

障
が
い
福
祉
計
画
に
反
映
し
た
い
。

Q
「
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
教
育
」
に

つ
い
て
の
認
識
は
。

 

教
育
長　

子
ど
も
の
年
齢
に
応
じ
た

内
容
で
学
習
し
、
障
が
い
に
つ
い
て
正

し
く
理
解
し
偏
見
や
差
別
を
無
く
す
る

教
育
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

Q
精
神
障
が
い
者
支
援
の
総
括
は
。

 

市
長　

家
族
会
の
集
ま
り
は
、
心
強

い
存
在
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
関
係

機
関
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
市
行
政

と
し
て
で
き
る
限
り
の
支
援
を
行
い
た

い
。

Q
職
場
環
境
に
起
因
す
る
職
員
の
長

期
休
暇
か
ら
の
復
帰
支
援
は
。

 

総
務
部
長　

人
事
課
に
お
い
て
休
暇

中
も
復
職
支
援
に
万
全
を
期
し
て
い

る
。

Q
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
か
か
る
認
識

は
。

 
副
市
長　

相
談
件
数
と
実
態
は
真
逆

の
方
向
と
認
識
し
て
い
る
。

Q
危
機
管
理
に
対
す
る
認
識
は
。

 

市
長　

外
部
相
談
窓
口
設
置
を
進
め

る
。

ＱＲコード

田中　新人

児
童
生
徒
の
通
学
路
安
全
確
保
を
図
る

子
供
の
安
心
安
全
の
ま
ち
づ
く
り
は

Q
通
学
路
の
安
全
確
保
の
取
り
組
み

は
。

 

教
育
長　

甲
賀
市
通
学
路
交
通
安
全

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
基
づ
き
、
各
関
係
機
関

が
連
携
し
て
、
通
学
路
合
同
点
検
を
実

施
し
、
安
全
確
保
を
図
っ
て
い
る
。
水

路
等
の
危
険
個
所
も
、
各
学
校
で
緊
急

点
検
を
行
い
、
現
在
集
約
中
で
あ
る
。

Q
交
通
事
故
撲
滅
に
向
け
て
行
政
と

し
て
の
活
動
や
取
り
組
み
等
は
。

 

市
環
部
長 

小
中
学
校
、
保
育
園
、
幼

稚
園
に
出
向
き
甲
賀
警
察
署
と
の
連
携

に
よ
り
交
通
安
全
教
室
を
実
施
。

Q
子
ど
も
の
通
学
路
・
国
道
１
号
・

里
北
脇
交
差
点
の
右
折
信
号
の
要
望

は
。

 

市
環
部
長 

甲
賀
警
察
署
へ
提
出
。
最

終
設
置
判
断
は
滋
賀
県
警
察
本
部
及
び

滋
賀
県
公
安
員
会
で
平
成
31
年
度
に
結

果
が
判
明
す
る
予
定
で
あ
る
。

Q
白
線
の
引
き
直
し
等
、
路
面
表
示

の
補
修
の
今
後
の
対
策
は
。

 

市
環
部
長 

職
員
に
よ
る
発
見
や
区
・

自
治
会
や
市
民
の
通
報
に
よ
り
、
現
地

確
認
後
、
甲
賀
警
察
署
へ
補
修
依
頼
。

Q
水
口
中
学
校
入
り
口
交
差
点
対
策

は
。

 

教
育
部
長　

交
差
点
の
状
況
は
十
分

に
学
校
や
教
育
委
員
会
も
認
識
。
周
辺

の
道
路
整
備
状
況
を
見
な
が
ら
、
安
全

な
通
学
路
の
選
定
を
考
え
て
い
く
。

Q
学
校
再
編
と
放
課
後
の
過
ご
し
方

は
。

 

教
育
理
事　

今
後
再
編
の
方
向
性
が

示
さ
れ
る
と
、
バ
ス
通
学
も
増
え
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
、
地
域
の
状
況
、
保
護

者
の
考
え
を
伺
い
検
討
す
る
。

ＱＲコード

議員は選挙区内にお中元やお歳暮を出すことが禁止されています。

A Q

A Q

千葉県精神神経科診療所協会ＨＰより

矢印信号のない里北脇交差点
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一般質問
ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。

山岡　光広

よ
り
わ
か
り
や
す
い
内
容
に
改
善
す
る

生
活
保
護
の
し
お
り
や
Ｈ
Ｐ
改
善
を

Q
歴
史
的
な
米
朝
及
び
南
北
首
脳
会

議
に
対
す
る
市
長
の
所
見
は
。

 

市
長　

こ
れ
ま
で
敵
対
し
て
い
た
米

国
と
北
朝
鮮
の
首
脳
が
同
じ
テ
ー
ブ
ル

に
つ
き
、
共
同
声
明
に
署
名
し
た
の
は

史
上
初
で
あ
り
、
歴
史
に
刻
ま
れ
る
出

来
事
で
あ
っ
た
。
今
回
の
会
談
が
一
歩

と
な
っ
て
朝
鮮
半
島
の
非
核
化
と
平
和

構
築
に
む
け
て
大
き
く
前
進
す
る
こ
と

を
願
っ
て
い
る
。

Q
憲
法
25
条
及
び
生
活
保
護
法
を
生

か
し
、
生
活
保
護
の
し
お
り
や
Ｈ
Ｐ
を

改
善
す
べ
き
。
申
請
の
段
階
で
制
限
す

る
よ
う
な
記
述
は
改
め
る
べ
き
。

 

健
福
部
長　

保
護
を
受
け
る
人
が
気

楽
に
相
談
で
き
る
よ
う
、
よ
り
分
か
り

や
す
い
内
容
に
努
め
る
。

Q
扶
養
義
務
は
生
活
保
護
法
に
優
先

す
る
、
と
あ
る
が
要
件
で
は
な
い
。
自

動
車
保
有
は
身
体
障
が
い
者
だ
け
に
限

定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
口
頭

に
よ
る
申
請
も
可
能
。
改
善
を
。

 

健
福
部
長　

正
確
に
記
述
す
る
。

Q
国
の
定
義
が
変
更
さ
れ
た
が
、
４

月
時
点
の
待
機
児
童
は
。
入
所
待
ち
の

保
護
者
に
対
す
る
丁
寧
な
説
明
と
継
続

的
な
連
絡
を
す
べ
き
。

 

こ
政
部
長　

48
人
。
保
護
者
の
不
安

を
取
り
除
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
丁
寧

な
対
応
に
心
が
け
る
。

Q
甲
南
町
の
基
幹
農
道
磯
尾
34
号
線

を
早
期
に
市
道
認
定
を
。

 

建
設
部
長　

道
路
構
造
及
び
用
地
、

占
用
物
件
等
の
整
理
を
し
て
検
討
す

る
。

ＱＲコード

堀　　郁子

申
請
用
紙
を
備
え
る
よ
う
病
院
と
協
議

が
ん
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
手
続
き
を

Q
こ
の
度
痛
ま
し
い
水
難
事
故
が
あ

り
ま
し
た
。
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
ま

し
た
お
子
様
、
ご
遺
族
様
に
対
し
心
か

ら
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。
二
度
と

こ
の
よ
う
な
悲
し
い
事
故
が
起
き
な
い

よ
う
側
溝
に
柵
ス
ク
リ
ー
ン
を
早
急
に

つ
け
て
は
。

 

建
設
部
長　

ご
み
が
た
ま
り
水
が
あ

ふ
れ
危
険
な
時
も
あ
り
、
要
望
の
地
元

区
と
協
議
し
設
置
を
検
討
。

Q
通
学
路
近
く
の
家
の
前
に
立
つ
な

ど
見
守
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集
を
し

て
は
。

 

教
育
部
長　

で
き
る
範
囲
で
自
然
な

形
の
見
守
り
活
動
を
お
願
い
し
た
い
。

Q
中
学
生
か
ら
30
歳
前
後
世
代
の
が
ん

治
療
の
対
策
が
遅
れ
て
い
る
。
中
学
校

で
の
が
ん
学
習
を
積
極
的
に
し
て
は
。

 

教
育
部
長　

全
中
学
校
で
実
施
。
４

校
で
は
外
部
講
師
。
充
実
を
図
る
。

Q
中
学
生
へ
ピ
ロ
リ
菌
検
査
。
乳
が

ん
検
診
グ
ロ
ー
ブ
の
助
成
。
が
ん
の
支

持
療
法
の
推
進
。
が
ん
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
で
手
続
き
で
き
な
い
か
。
が
ん
治

療
後
の
ワ
ク
チ
ン
再
接
種
の
助
成
の
５

点
質
問
。

 

健
福
部
長　

10
代
の
感
染
率
が
10
％

を
き
る
た
め
今
は
し
な
い
。
乳
が
ん
の

自
己
触
診
法
は
チ
ラ
シ
を
配
布
。
支
持

療
法
は
国
に
研
究
開
発
要
望
。
セ
ン

タ
ー
に
申
請
用
紙
を
備
え
る
よ
う
病
院

と
協
議
。
再
接
種
検
討
。

Q
新
水
口
宿
公
園
を
観
光
用
に
。

 

建
設
部
長　

前
向
き
に
検
討
。

ＱＲコード

議員は選挙区内のお祭への寄付や差し入れが禁止されています。

A Q

A Q



市議会だより　No.5517

一般質問
ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。

橋本　律子

民
間
活
力
を
活
か
す
こ
と
含
め
検
討

障
が
い
者
就
労
定
着
支
援
ど
う
図
る

Q
第
２
次
障
が
い
者
基
本
計
画
中
間

見
直
し
で
、
生
涯
を
通
じ
た
一
貫
し
た

支
援
の
実
現
が
求
め
ら
れ
る
が
、
相
談

な
ど
の
現
状
は
。

 

健
福
部
長 

年
間
、
相
談
17
万
３
２
８

件
、
実
人
数
９
４
８
名
の
方
に
対
応
。

年
々
増
加
す
る
対
象
者
の
支
援
の
仕
組

み
づ
く
り
を
す
す
め
て
い
る
。

Q
幼
児
期
か
ら
成
人
ま
で
の
発
達
支

援
体
制
の
充
実
と
切
れ
目
の
な
い
支
援

シ
ス
テ
ム
を
。

 

健
福
部
長　

学
校
卒
業
と
同
時
に
福

祉
サ
ー
ビ
ス
だ
け
の
利
用
で
な
く
専
門

学
校
・
職
業
訓
練
校
な
ど
の
多
様
な
進

路
選
択
か
ら
就
労
に
つ
な
げ
る
ニ
ー
ズ

が
多
い
。
市
の
課
題
で
あ
る
。

Q
特
別
支
援
学
級
の
現
状
は
。

 

教
育
長　

支
援
学
級
在
籍
生
徒
数
が

増
加
傾
向
。
専
門
知
識
を
持
っ
た
人
材

育
成
が
必
要
。
心
理
士
や
相
談
員
に
よ

る
進
路
相
談
や
心
理
検
査
等
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

Q
不
登
校
生
へ
の
支
援
は
継
続
で
き

て
い
る
か
。

 

教
育
長　

毎
月
、
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト

会
議
で
個
々
の
状
況
共
有
を
図
っ
て
い

る
。
そ
の
後
の
対
応
を
福
祉
課
と
の
連

携
協
議
で
対
応
し
て
い
く
。

Q
障
が
い
の
あ
る
人
が
就
労
で
き
る

支
援
の
仕
組
み
づ
く
り
は
、
国
の
新
制

度
を
効
果
的
に
準
用
す
べ
き
で
は
。

 

市
長　

自
立
に
向
け
た
相
談
機
能
の

充
実
、
地
域
生
活
拠
点
整
備
、
地
元
の

民
間
企
業
へ
の
障
が
い
者
雇
用
推
進
な

ど
、
社
会
参
加
で
き
る
基
盤
づ
く
り
に

自
ら
努
め
た
い
。
親
な
き
後
の
暮
ら
し

に
つ
い
て
も
公
的
援
助
と
し
て
ど
う
な

の
か
も
検
討
し
て
い
く
。 ＱＲコード

土山　定信

検
証
も
含
め
検
討
す
る

通
学
路
の
安
全
確
保
は

Q
山
内
小
学
校
、
鮎
河
小
学
校
は
閉

校
と
な
り
、
そ
の
こ
と
に
よ
り
通
学
方

法
が
危
険
と
な
っ
た
と
考
え
る
と
こ
ろ

が
あ
る
の
で
、
市
の
考
え
を
聞
き
た
い
。

 

教
育
部
長　

バ
ス
通
学
の
実
態
に
つ

い
て
は
、
承
知
し
て
い
る
の
で
、
関
係

部
局
と
協
議
し
て
い
く
。

Q
近
江
土
山
バ
ス
停
か
ら
、
学
校
ま

で
の
通
学
路
に
、
広
い
水
路
を
ま
た
い

で
通
学
し
て
い
る
と
き
も
あ
り
、
さ
ら

に
国
道
の
横
を
通
学
し
て
い
る
。
安
全

対
策
が
必
要
と
考
え
る
が
、
市
の
見
解

を
聞
く
。

 

教
育
部
長　

通
学
路
に
つ
い
て
は
、

指
摘
の
よ
う
に
、
安
全
第
一
に
考
え
て

い
る
。
通
学
路
の
検
証
も
含
め
て
、
関

係
部
局
と
検
証
し
て
い
く
。

Q
こ
の
バ
ス
停
か
ら
学
校
ま
で
は
国

道
一
号
の
横
を
通
ら
な
け
れ
ば
い
け
な

く
、
子
ど
も
た
ち
を
守
っ
て
い
る
ガ
ー

ド
レ
ー
ル
を
強
化
で
き
な
い
か
。

 
建
設
部
長　

今
設
置
さ
れ
て
い
る

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
は
、
国
土
交
通
省
の
管

理
で
あ
り
規
定
通
り
の
国
道
用
で
、
さ

ら
に
強
い
高
速
道
路
レ
ー
ル
へ
の
変
更

に
つ
い
て
は
、
難
し
い
と
考
え
る
。

Q
水
口
町
か
ら
土
山
町
末
田
区
を
通

る
県
道
西
明
寺
水
口
線
は
、
通
学
に

使
っ
て
い
る
。
前
回
土
山
町
の
同
僚
議

員
も
質
問
し
て
い
る
。
そ
の
後
の
対
応

を
聞
く
。

 

建
設
部
長　

危
険
な
状
態
は
把
握
し

て
い
る
の
で
県
に
道
路
照
明
も
含
め
て

強
く
要
望
を
重
ね
て
い
く
。

ＱＲコード

議員や後援会が選挙区内に有料の挨拶広告を出すと処罰されます。

A Q

A Q

国道横を通学する児童

始まった就労定着支援制度

働き続けたい

企業
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一般質問
ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。

田中　將之

民
間
を
活
用
で
き
る
部
分
は
積
極
的
に

公
民
連
携
を
人
事
交
流
に
も

Q
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
４
・
０
と
は
顧

客
の
自
己
実
現
欲
に
訴
え
か
け
る
手

法
。
行
政
に
置
き
換
え
る
と
、
市
民
自

身
が
持
つ
「
本
来
的
な
自
我
を
実
現
し

よ
う
」
と
す
る
欲
求
の
こ
と
。
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
４
・
０
の
時
代
に
入
り
、
社

会
的
自
己
実
現
消
費
の
波
が
来
て
い
る

と
言
わ
れ
て
お
り
、
生
活
者
の
調
査
か

ら
、
ど
こ
に
住
ん
で
い
る
人
で
も
、
そ

の
地
域
に
関
わ
り
た
い
と
い
う
気
持
ち

を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き
て

い
る
。

　

こ
う
し
た
こ
と
を
自
治
体
運
営
に
生

か
し
て
行
く
こ
と
は
大
変
重
要
で
あ
る

と
考
え
る
こ
と
か
ら
、
今
回
は
公
民
連

携
に
つ
い
て
問
う
。

　

公
民
連
携
は
、
第
３
次
行
政
改
革
大

綱
の
な
か
で
、
「
民
間
活
力
の
導
入
」
と

記
し
て
い
る
が
、
現
状
は
ど
の
よ
う
に

取
り
組
み
、
評
価
し
て
い
る
の
か
。

　

ま
た
、
公
民
連
携
に
は
行
政
と
民
間

と
の
人
事
交
流
も
考
え
ら
れ
る
が
。

　

他
市
で
は
公
民
連
携
に
関
す
る
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
が
作
成
さ
れ
て
お
り
甲
賀
市

で
も
必
要
で
は
な
い
か
。

 

市
長　

民
間
活
力
の
導
入
は
、「
ア
ウ

ト
ソ
ー
シ
ン
グ
の
推
進
」と「
公
共
施
設

の
効
率
・
効
果
的
な
管
理
運
営
」
に
重

点
的
に
取
り
組
む
。

　

人
事
交
流
は
、
複
雑
、
多
様
化
す
る

行
政
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
い
く
に
は
、

一
層
の
業
務
の
効
率
化
や
専
門
的
な
知

識
が
必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、
民
間
の

力
を
活
用
で
き
る
部
分
は
積
極
的
に
取

り
入
れ
て
い
き
た
い
。

ＱＲコード

岡田　重美

屋
内
退
避
が
効
果
的
、
備
蓄
は
し
な
い

こ
れ
ま
で
同
様
安
定
ヨ
ウ
素
剤
備
蓄
を

Q
市
民
の
命
と
暮
ら
し
を
守
る
立
場

か
ら
、
原
発
再
稼
働
反
対
を
表
明
す
べ

き
。
原
発
ゼ
ロ
・
再
生
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
社
会
へ
は
た
ら
き
か
け
る
べ
き
。

 

市
長　

国
の
責
任
に
お
い
て
判
断
さ

れ
る
べ
き
と
考
え
る
。

Q
原
子
力
防
災
計
画
の
変
更
で
安
定

ヨ
ウ
素
剤
の
防
護
措
置
を
行
わ
な
い
と

さ
れ
た
が
、
こ
れ
ま
で
同
様
に
安
定
ヨ

ウ
素
剤
は
備
蓄
す
べ
き
。

 

危
機
統
括
監　

30
㎞
圏
外
で
あ
り
原

子
力
規
制
委
員
会
の
指
摘
に
よ
り
、
屋

内
退
避
が
効
果
的
で
あ
る
と
判
断
し
、

安
定
ヨ
ウ
素
剤
の
備
蓄
は
行
わ
な
い
。

Q
一
定
所
得
以
上
の
人
の
介
護
保
険

利
用
料
の
３
割
負
担
導
入
は
や
め
る
よ

う
国
に
は
た
ら
き
か
け
る
べ
き
。

 

市
長　

制
度
の
持
続
性
を
高
め
る
点

か
ら
導
入
さ
れ
た
も
の
、
国
で
議
論
し

て
決
め
ら
れ
た
も
の
と
承
知
し
て
い

る
。

Q
信
楽
で
乳
児
健
診
が
再
開
。
土
山

で
の
乳
幼
児
健
診
の
再
開
は
い
つ
か
。

 

市
長　

医
師
な
ど
専
門
職
に
協
力
い

た
だ
き
実
施
計
画
を
立
て
る
必
要
が
あ

る
。
保
護
者
の
意
見
も
聞
き
会
場
な
ど

検
討
。

Q
旧
東
海
道
松
並
木
の
松
枯
れ
対
策

は
。

 

建
設
部
長　

松
枯
れ
時
薬
剤
注
入
等

行
う
。
保
全
を
前
提
と
し
つ
つ
、
通
行

の
安
全
を
最
優
先
に
対
応
す
る
。

Q
通
学
路
の
安
全
点
検
は
、
全
て
の

危
険
要
素
の
チ
ェ
ッ
ク
が
大
事
で
は
。

 

教
育
部
長　

想
定
し
得
な
か
っ
た
箇

所
や
見
落
と
し
が
ち
な
箇
所
等
あ
ら
ゆ

る
危
険
要
素
の
チ
ェ
ッ
ク
が
大
切
で
あ

る
。

ＱＲコード

後援会が選挙区内に花輪・香典・祝儀などを出すと処罰されます。

A Q

A Q

現存の松は少なくなったが、当時の面影を残す松並木

公民連携で活用が期待される市内旧小学校
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谷永　兼二

市
独
自
の
制
度
を
研
究
し
て
い
く

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
展
望
は

Q
隊
員
の
定
住
や
起
業
は
ハ
ー
ド
ル

が
高
い
と
感
じ
た
が
、
市
は
ど
ん
な
支

援
を
し
て
い
る
の
か
。

 

総
政
部
長　

隊
員
に
定
住
し
て
い
た

だ
く
た
め
に
は
、
活
動
を
き
っ
か
け
に

安
定
し
た
収
入
が
得
ら
れ
る
仕
事
に
つ

な
げ
る
こ
と
が
必
要
と
認
識
し
て
い

る
。
任
期
終
了
後
も
引
き
続
き
国
の
制

度
を
活
用
し
て
起
業
支
援
を
し
、
定
住

や
起
業
に
つ
な
げ
て
い
く
。

Q
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
受
け
入
れ

で
甲
賀
市
は
何
を
得
た
か
。

 

市
長　

地
域
課
題
に
取
り
組
ん
で
い

た
だ
い
て
い
る
。
こ
の
間
、
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
や
新
商
品
開
発
な
ど

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
一
定
の
イ
ン
パ
ク

ト
を
与
え
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
今
後
、

隊
員
の
取
り
組
み
が
地
域
の
課
題
解
決

に
つ
な
が
る
も
の
と
期
待
し
て
い
る
。

Q
色
覚
の
特
性
に
配
慮
し
、
よ
り
多

く
の
人
に
利
用
し
や
す
い
配
色
の
製
品

や
施
設
・
建
築
物
、
環
境
、
サ
ー
ビ
ス
、

情
報
を
提
供
す
る
と
い
う
「
カ
ラ
ー
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
」
の
考
え
方
が

社
会
に
普
及
し
始
め
て
お
り
、
学
校
教

育
現
場
で
も
配
慮
が
必
要
で
あ
る
。
黒

板
の
板
書
に
お
い
て
色
覚
に
配
慮
し
た

チ
ョ
ー
ク
を
導
入
し
て
は
ど
う
か
。

 

教
育
長　

特
に
文
字
に
つ
い
て
は
、

よ
り
分
か
り
や
す
い
白
色
や
黄
色
を
使

用
す
る
よ
う
周
知
し
て
い
る
。
色
が
判

別
し
に
く
い
色
チ
ョ
ー
ク
に
関
し
て

は
、
色
覚
対
応
チ
ョ
ー
ク
の
効
果
等
を

考
慮
し
、
導
入
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

ＱＲコード

山中　修平

高
額
補
助
に
見
合
う
利
用
増
加
を
目
指
す

コ
ミ
バ
ス
補
助
金
と
利
用
客
拡
大
策
は

Q
コ
ミ
バ
ス
へ
の
補
助
金
算
定
は
。

 

建
設
部
長　

直
近
の
人
件
費
、
燃
料

費
、
修
理
代
、
保
険
料
な
ど
の
経
費
と
、

運
行
収
入
の
差
額
を
補
助
し
て
い
る
。

Q
最
近
の
利
用
者
数
推
移
と
背
景
は
。

 

建
設
部
長　

平
成
26
年
を
ピ
ー
ク
に

３
年
連
続
で
減
少
し
て
い
る
。
通
学
送

迎
の
子
ど
も
の
減
少
と
マ
イ
カ
ー
送
迎

の
増
加
が
要
因
と
み
て
い
る
。

Q
高
齢
者
の
行
先
か
ら
考
え
、
油
日
、

甲
南
、
貴
生
川
か
ら
乗
り
換
え
な
し
で

甲
賀
病
院
へ
行
く
便
が
必
要
で
は
。

 

建
設
部
長　

今
の
輸
送
能
力
か
ら
す

る
と
、
路
線
延
長
に
は
減
便
の
必
要
が

生
じ
る
。
財
政
負
担
、
運
転
手
確
保
を

含
め
、
今
後
よ
く
検
討
す
る
。

Q
他
市
に
は
病
院
行
き
の
ル
ー
ト
を

増
や
し
て
、
利
用
客
が
大
幅
に
伸
び
た

事
例
も
あ
る
。
当
市
で
は
今
ま
で
か
ら

「
Ｊ
Ｒ
を
乗
り
継
い
で
甲
賀
病
院
へ
」
と

の
答
弁
だ
が
、
も
っ
と
市
民
の
便
宜
や

幸
せ
を
考
え
る
べ
き
で
は
。

 

建
設
部
長　

Ｊ
Ｒ
草
津
線
の
増
便
を

求
め
る
声
も
多
く
、
市
内
公
共
交
通
機

関
の
ベ
ス
ト
ミ
ッ
ク
ス
を
図
る
こ
と
が

最
も
重
要
。

Q
コ
ミ
バ
ス
の
走
行
距
離
は
年
間

２
百
万
㎞
に
な
る
が
、
交
通
事
故
件
数

は
。

 

建
設
部
長　

29
年
度
は
９
件
発
生
。

Q
バ
リ
ア
フ
リ
ー
低
床
バ
ス
の
普
及

と
計
画
は
。

 

建
設
部
長　

現
在
、
全
39
台
の
内
26

台
で
、
平
成
40
年
度
を
目
途
に
入
れ
替

え
る
。

ＱＲコード

選挙区内の議員に対し、寄付を出すように勧誘や要求をすることは禁止されています。

A Q

A Q

色覚に配慮した色チョーク

貴生川駅とコミュニティバス
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橋本　恒典

基
礎
交
付
金
を
活
用
い
た
だ
き
た
い

地
域
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
導
入
促
進
は

Q
市
内
の
防
犯
灯
及
び
道
路
照
明
灯

の
現
状
は
。

 

市
環
部
長　

市
が
所
有
す
る
防
犯
灯

は
３
３
９
８
灯
、
市
道
に
設
置
さ
れ
て

い
る
道
路
照
明
灯
は
２
２
２
基
。

Q
地
域
が
所
有
す
る
防
犯
灯
等
は
。

 

市
環
部
長　

担
当
に
よ
る
調
査
で
は

８
２
１
９
基
。

Q
防
犯
灯
等
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
や
整
備
に

対
す
る
市
の
考
え
は
。

 

市
環
部
長　

市
所
有
の
防
犯
灯
は
平

成
29
年
度
か
ら
４
年
間
で
す
べ
て
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
す
る
計
画
。
区
・
自
治
会
所
有
の

防
犯
灯
は
自
治
振
興
会
に
交
付
し
て
い

る
基
礎
交
付
金
を
活
用
い
た
だ
き
た

い
。

Q
学
校
プ
ー
ル
の
安
全
対
策
は
。

 

教
育
長　

保
護
者
と
連
携
を
密
に
し

健
康
状
態
を
把
握
し
な
が
ら
安
全
管
理

体
制
を
整
え
て
い
る
。

Q
学
校
プ
ー
ル
の
材
質
と
形
状
は
。

 

教
育
部
長　

材
質
は
Ｆ
Ｒ
Ｐ
製
が
17
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
が
８
、
そ
の
他
２
と

な
っ
て
い
る
。

Q
こ
こ
も
～
り
の
整
備
効
果
と
今
後

の
方
向
性
は
。

 

市
長　

子
育
て
中
の
方
々
の
安
心
、

安
全
に
つ
な
が
っ
て
お
り
、
今
後
も
妊

娠
か
ら
育
児
ま
で
切
れ
目
の
な
い
子
育

て
支
援
を
行
っ
て
い
く
施
設
と
し
て
機

能
の
更
な
る
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

Q
開
設
一
年
間
の
利
用
状
況
は
。

 

市
長　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
は
９

１
７
１
人
、
て
る
て
る
パ
ー
ク
は
２
万

１
８
２
０
人
の
利
用
が
あ
っ
た
。

ＱＲコード

山中　善治

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
有
効
活
用
に
効
果
的

太
陽
光
発
電
と
「
ま
ち
づ
く
り
」

Q
太
陽
光
発
電
の
現
状
は
。

 

農
委
局
長　

平
成
24
年
度
か
ら
29
年

３
月
末
時
点
で
、
畑
、
田
か
ら
太
陽
光

発
電
施
設
に
係
る
農
地
転
用
は
合
わ
せ

て
１
２
２
件
あ
る
。

 

産
経
部
長　

航
空
写
真
を
活
用
し
た
調

査
で
は
、
26
か
所
、
約
６
ha
で
、
年
間

合
計
約
５
５
２
万
６
０
０
０
キ
ロ
ワ
ッ

ト
と
推
定
さ
れ
る
。
一
般
家
庭
約
１
５

０
０
件
分
の
年
間
消
費
量
に
相
当
す
る
。

Q
太
陽
光
発
電
が
大
い
に
利
用
さ
れ

て
い
る
こ
と
は
、
甲
賀
市
の
気
候
・
風

土
・
地
形
等
の
立
地
条
件
に
恵
ま
れ
て

い
る
こ
と
の
証
明
で
あ
る
。
一
方
、
収

入
減
少
等
に
よ
り
、
農
業
離
れ
や
後
継

者
不
足
問
題
、
不
耕
作
地
の
増
加
と
課

題
も
多
い
。
本
市
の
中
山
間
地
に
お
い

て
少
し
で
も
住
み
易
い
所
に
す
る
こ
と

の
で
き
る
手
段
の
一
つ
と
し
て
太
陽
光

発
電
の
導
入
が
役
立
つ
と
考
え
る
が
。

（
市
内
太
陽
光
発
電
の
実
例
）

 
・
「
甲
賀
市
み
ん
な
の
ま
ち
を
守
り
育

て
る
条
例
」
を
遵
守
し
た
開
発
。

 

・
工
事
車
両
の
区
内
通
行
規
制
や
、
協

力
金
な
ど
、
業
者
と
協
定
の
締
結
。

 

総
政
部
長　

第
２
次
甲
賀
市
総
合
計

画
に
お
い
て
も「
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
の

利
用
を
拡
大
し
、
市
民
生
活
や
事
業
活

動
等
で
の
導
入
を
促
進
す
る
」
と
し
て

い
る
。

Q
東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
ホ
ス
ト
タ

ウ
ン
登
録
に
関
連
し
て
、
障
が
い
者
ス

ポ
ー
ツ
協
議
会
の
設
立
が
必
要
で
は
。

 

教
育
部
長　

他
部
と
も
連
携
し
検
討

す
る
。

ＱＲコード

選挙区内の有権者が威迫あるいは議員を陥れる目的で寄付を求めると処罰されます。

A Q

A Q

市内の太陽光発電所パネル設置面が全面貯水池になっている

一般質問

市内の学校プール
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小西喜代次

茶
業
の
持
続
的
発
展
の
た
め
支
援
す
る

お
茶
の
寒
干
害
、
後
継
者
育
成
対
策
は

Q
41
年
ぶ
り
に
お
茶
の
寒
干
害
が
発

生
し
た
。
対
策
の
具
体
的
な
対
応
と
今

後
の
課
題
は
何
か
。
農
業
災
害
補
償
制

度
や
救
済
制
度
は
、
農
業
者
の
負
担
軽

減
と
後
継
者
づ
く
り
に
も
影
響
を
与
え

る
。
後
継
者
育
成
の
対
策
は
ど
う
か
。

 

産
経
部
長　

有
機
質
肥
料
の
購
入
費

支
援
を
行
う
。
国
・
県
に
は
老
朽
茶
園

改
植
の
補
助
枠
の
拡
大
や
収
入
減
に
よ

る
制
度
資
金
貸
付
な
ど
を
要
望
。
茶
の

持
続
的
発
展
、
多
く
の
後
継
者
就
農
の

た
め
必
要
な
支
援
を
行
う
。

Q
売
電
目
的
の
太
陽
光
発
電
施
設
の

開
発
と
環
境
保
全
の
調
和
を
は
か
る
市

独
自
の
対
策
が
必
要
。
平
成
29
年
３
月

議
会
で
、
規
制
の
方
向
を
検
討
す
る
と

あ
っ
た
が
、
そ
の
後
の
検
討
状
況
は
ど

う
か
。

 

建
設
部
長　

規
制
は
現
行
法
で
図
れ

て
お
り
、
新
た
な
規
制
は
考
え
て
い
な

い
。

Q
小
学
校
で
の
「
道
徳
」
と
「
英
語
」
の

教
科
化
へ
の
市
の
対
応
は
ど
う
か
。

 

教
育
長　

来
年
か
ら
の
本
格
実
施
に

向
け
、
市
独
自
の
対
応
に
つ
い
て
も
検

討
す
る
。

Q
旧
甲
賀
病
院
跡
地
に
医
療
と
福
祉

ゾ
ー
ン
を
求
め
る
７
０
０
０
筆
の
署
名

は
当
時
副
市
長
の
現
副
市
長
が
直
接
受

け
取
っ
た
経
緯
が
あ
り
、
市
民
の
声
を

聞
く
と
い
う
姿
勢
か
ら
し
て
聞
く
べ
き

で
は
な
か
っ
た
か
。

 

市
長　

庁
内
で
検
討
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
の
で
、
あ
ら
た
め
て
意
見
を
聞

く
こ
と
は
し
な
か
っ
た
。 ＱＲコード

議員が選挙区内にあるもの対して寄付をすることは、いかなる名義でも禁止されています。

A Q

太陽光発電での甲賀市の固定価格買い取り制度開始後の

新規導入容量の累積ベースは断トツの県内一位

奥田　宏嗣

所
有
者
を
調
査
し
て
管
理
通
知
送
付

地
域
環
境
を
整
え
る
空
き
家
対
策
は

Q
空
き
家
の
定
義
と
は
。

 

建
設
部
長　

概
ね
一
年
居
住
な
く
、

放
置
す
れ
ば
危
険
、
衛
生
上
有
害
、
景

観
悪
化
の
物
は「
特
定
空
き
家
」。
市
内

１
４
０
０
軒
空
き
家
有
。
内
０
・
８
％

が
特
定
空
き
家
。
生
活
環
境
に
悪
影
響

な
所
に
は
指
導
。
空
き
家
バ
ン
ク
制
度

は
登
録
で
全
国
に
情
報
発
信
。
空
き
家

活
用
リ
フ
ォ
ー
ム
促
進
事
業
補
助
金
も

実
施
。

Q
空
き
家
・
耕
作
放
棄
地
問
題
に
つ

い
て
市
長
の
考
え
は
。

 

市
長　

ど
ち
ら
も
増
加
傾
向
。
農
地

付
空
き
家
活
用
の
取
り
組
み
。
農
業
委

員
会
等
と
連
携
し
有
効
な
施
策
検
討
。

提
案
…
空
き
家
を
出
さ
な
い
為
に
普
段

か
ら
親
族
、
地
域
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
大
切
。

Q
第
一
小
通
学
路
の
安
全
対
策
。

 

建
設
部
長　

通
学
路
グ
リ
ー
ン
ベ
ル

ト
、
水
路
柵
は
地
元
要
望
や
財
政
面
を

考
慮
し
検
討
。
側
溝
蓋
掛
け
は
民
家
の

協
力
が
必
要
。
財
政
面
等
を
考
慮
し
対

応
。

Q
事
故
多
発
交
差
点
へ
の
信
号
機
・

横
断
歩
道
設
置
に
つ
い
て
。　

 

市
環
部
長　

信
号
機
設
置
は
１
時
間

に
３
０
０
台
の
交
通
量
と
年
間
２
件
以

上
の
人
身
事
故
発
生
が
条
件
で
滋
賀
県

公
安
委
員
会
が
判
断
。
横
断
歩
道
設
置

も
同
様
。
現
在
の
設
置
は
困
難
。

Q
池
田
団
地
北
端
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
付
近
、
側
溝
蓋
掛
け
に
つ
い
て
。

 

建
設
部
長　

危
険
性
を
認
識
。
降
雨

時
水
量
を
調
査
。
財
政
面
を
考
慮
し
検

討
。

ＱＲコード

A Q

側溝蓋掛け、グリーンベルトの設置で
通学路の安全確保を

一般質問
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ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。

竹若　茂國

早
期
の
整
備
が
必
要
と
考
え
て
い
る

甲
南
の
保
育
園
整
備
が
遅
れ
て
い
る

【
幼
保
再
編
】

Q
甲
南
地
域
の
幼
保
再
編
に
向
け
て
、

市
が
積
極
的
に
地
域
と
話
し
合
い
を
。

 

市
長　

施
設
は
地
域
の
中
心
的
存
在
、

地
域
の
皆
様
と
話
し
合
い
を
進
め
る
。

Q
保
育
園
の
老
朽
化
に
よ
る
子
ど
も
、

職
員
の
安
全
確
保
が
必
要
。

 

市
長　

直
す
べ
き
と
こ
ろ
は
す
ぐ
に
。

安
全
の
確
保
を
指
示
し
て
い
る
。

【
ス
ポ
ー
ツ
指
導
】

Q
ス
ポ
ー
ツ
界
で
は
、
指
導
の
在
り

方
が
問
題
に
。
甲
賀
市
の
現
状
は
。

 

教
育
部
長　

学
校
、
ス
ポ
少
等
子
ど

も
の
体
力
、
健
康
に
配
慮
し
て
指
導
し

て
い
る
。

Q
子
ど
も
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
お
け

る
基
本
方
針
は
。

 

教
育
長　

少
年
期
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動

は
、
心
と
体
の
育
成
上
大
切
。
全
て
の

子
ど
も
が
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
、
体
力

作
り
の
で
き
る
環
境
整
備
を
図
る
。

【
観
光
産
業
振
興
】

Q
観

光

振

興

に

お

け

る

甲

賀

流

D
M
O
地
域
再
生
計
画
は
。

 

産
経
部
長　

観
光
協
会
を
中
心
に
観

光
関
係
団
体
の
皆
さ
ん
と
協
議
、
意
識

の
共
有
化
を
図
り
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能

力
の
あ
る
組
織
体
制
作
り
を
進
め
る
。

Q
拠
点
施
設
だ
け
に
捉
わ
れ
る
こ
と

な
く
、
地
域
の
観
光
資
源
を
活
か
し
た

包
括
的
な
考
え
方
を
。

 

産
経
部
長　

地
域
資
源
を
有
効
活
用
し

た「
忍
者
の
里
」
に
相
応
し
い
計
画
の
中

で
、
２
０
２
０
年
を
目
指
し
、
立
ち
寄
っ

て
も
ら
え
る
施
設
を
考
え
て
い
る
。

ＱＲコード

A Q

矢川神社手筒花火

一般質問

里見　　淳

史
跡
整
備
を
確
実
に
進
め
て
い
く

紫
香
楽
宮
跡
を
特
別
史
跡
に

Q
消
防
団
に
配
備
さ
れ
て
い
る
ポ
ン

プ
車
は
準
中
型
免
許
が
必
要
な
場
合
が

あ
る
が
、
若
い
団
員
は
持
っ
て
い
な
い

こ
と
が
多
い
。
今
後
の
市
の
対
応
は
。

 

危
機
統
括
監　

現
在
は
、
主
に
中
堅

ク
ラ
ス
の
団
員
が
運
転
し
て
お
り
、
直

ち
に
影
響
は
な
い
が
、
消
防
庁
の
通
達

を
踏
ま
え
、「
免
許
取
得
に
係
る
公
費

負
担
制
度
の
創
設
」ま
た
、「
普
通
免
許

で
運
転
可
能
な
車
両
の
購
入
」
を
消
防

団
と
協
議
し
て
対
応
し
て
い
く
。

Q
余
裕
教
室
活
用
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の

特
徴
と
活
用
事
例
に
つ
い
て
、
公
共
施

設
の
最
適
化
計
画
と
の
整
合
性
に
つ
い

て
質
問
し
、
「
雲
井
く
も
っ
こ
児
童
ク

ラ
ブ
」
に
つ
い
て
、
今
後
の
対
応
は
。

 

こ
政
部
長　

「
雲
井
く
も
っ
こ
児
童
ク

ラ
ブ
」
は
、
今
後
定
員
を
上
回
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
、
来
年
度
４
月
に
間
に
合

う
よ
う
、
関
係
部
局
と
協
議
、
調
整
を

精
力
的
に
進
め
る
。

Q
紫
香
楽
宮
跡
を
特
別
史
跡
に
。
現

在
の
取
り
組
み
と
、
今
後
の
進
め
方
は
。

 

教
育
部
長　

地
元
住
民
へ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
し
た
結
果
、
７
割
を
超
す

住
民
が
、
ま
ち
づ
く
り
に
紫
香
楽
宮
跡

を
生
か
し
て
い
く
こ
と
を
希
望
。
特
別

史
跡
指
定
の
前
提
と
し
て
、
整
備
計
画

に
基
づ
き
、
遺
構
を
目
に
見
え
る
形
に

す
る
。

 

市
長　

健
全
な
形
で
後
世
に
継
承
す

る
責
務
が
あ
る
。
地
域
の
活
性
化
や
観

光
振
興
に
活
か
す
必
要
が
あ
り
、
計
画

の
具
体
化
を
図
り
た
い
。 ＱＲコード

A Q

整備が待たれる紫香楽宮跡
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議
会
報
告
会
は
、
市
民
の
皆
様
に
日

頃
の
議
会
活
動
状
況
を
知
っ
て
い
た
だ

く
と
と
も
に
、
市
政
に
対
す
る
ご
意
見

や
ご
提
言
を
直
接
伺
い
、
市
民
に
開
か

れ
た
議
会
を
目
指
す
た
め
に
実
施
し
て

い
る
も
の
で
す
。

　

今
回
の
報
告
会
は
、「
～
議
会
報
告

会
が
変
わ
り
ま
す
～
」
を
ア
ピ
ー
ル
ポ

イ
ン
ト
に
掲
げ
、
過
去
６
回
の
報
告
会

の
反
省
も
踏
ま
え
、
報
告
会
の
方
法
等

を
全
面
的
に
見
直
し
実
施
し
ま
し
た
。

　

前
回
ま
で
の
報
告
会
は
、
３
月
議
会

の
予
算
と
９
月
議
会
の
決
算
を
テ
ー
マ

に
報
告
会
を
開

催
し
て
い
ま
し

た
。

し

か

し
、

市
民
の
皆
様
か

ら「
も
っ
と
身
近

な
テ
ー
マ
で
報

告
会
を
開
催
し

て
欲
し
い
」と
の

ご
要
望
が
多
数

あ
っ
た
こ
と
か

ら
今
回
の
報
告

会
は
、
議
会
の

議会報告会 総務班の様子

第７回 議会報告会レポート

　

議
会
基
本
条
例
に
基
づ
き
、
第
７
回
議
会
報
告
会
を
５
月
22
日
（
火
）
、

23
日
（
水
）
の
両
日
、
水
口
（
市
役
所
別
館
）
、
甲
賀
（
子
育
て
世
代
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
「
こ
こ
も
～
り
」
）
、
信
楽
（
開
発
セ
ン
タ
ー
）
の
３
会
場

で
、
総
勢
１
３
７
名
の
ご
参
加
を
い
た
だ
き
開
催
し
ま
し
た
。

中
で
協
議
機
関

と
し
て
構
成
し

て
い
ま
す
３
つ

の
常
任
委
員
会

（
総
務
常
任
委
員

会
・
厚
生
文
教

常
任
委
員
会
・

産
業
建
設
常
任

委
員
会
）単
位
で

班
編
成
を
行
い

ま
し
た
。
各
常

任
委
員
長
を
班

長
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
委
員
会
が
審
議
・

調
査
し
た
市
民
の
皆
様
に
よ
り
身
近
な

テ
ー
マ
を
選
び
、
報
告
会
と
意
見
交
換

会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

各
班
会
場
と
も
多
く
の
市
民
の
皆
様

の
ご
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
な
か

で
も
、
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
「
こ
こ
も
～
り
」
を
会
場
に
開
催

の
厚
生
文
教
常
任
委
員
会
班
の
報
告
会

で
は
、
議
員
か
ら
の
報
告
は
一
切
行
わ

ず
、
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
も「
子
育
て

中
の
マ
マ
・
パ
パ
集
ま
れ
！
」と
し
て
、

子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
・
お
父
さ
ん
と

の
座
談
会
に
終

始
す
る
と
い
う
、

全
く
新
し
い
ス

タ
イ
ル
で
工
夫

を
凝
ら
し
た「
議

会
報
告
会
」を
開

催
し
ま
し
た
。

多
く
の
意
見
や

悩
み
、
提
言
を

い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

従
来
の
報
告

会
の
反
省
と
し
て
、
今
ま
で
は
報
告
会

を
開
催
す
る
こ
と
が
目
的
と
な
っ
て
お

り
、
後
の
フ
ォ
ロ
ー
が
ほ
と
ん
ど
出
来

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
回
か
ら
は
、

い
た
だ
い
た
意
見
や
提
言
を
そ
れ
ぞ
れ

の
常
任
委
員
会
で
一
つ
で
も
、
所
管

事
務
調
査
等
に
反
映
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
甲
賀
市
議
会
は
、
議

会
基
本
条
例
に
基
づ
き
、
よ
り
開
か
れ

た
議
会
を
目
指
し
、
さ
ら
に
工
夫
を
凝

ら
し
た
議
会
報
告
会
の
開
催
に
努
め
ま

す
。
今
回
の
議
会
報
告
会
に
ご
参
加
い

た
だ
き
ま
し
た
市
民
の
皆
様
に
心
か
ら

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　議会報告会３会場の概要

班　名 開催日時 開　催　会　場 報告会の主なテーマ 参加人数

総 務 班
5月22日（火）

午後7時30分

信楽開発センター

（信楽）

①平成30年度一般会計予算

②市役所（水口）周辺整備事業

③信楽市民センター新築及び、周辺整備事業

④選挙開票事務不正事案

49名

厚生文教班
5月23日（水）

午前10時

子育て世代包括支援

センター【ここも～り】

（甲賀）

※特に報告テーマは定めず。

（子育て中ママ・パパの意見交換・提言座談会

とした。）

34名

産業建設班
5月23日（水）

午後7時30分

甲賀市役所別館

（水口）

～忍者と信楽焼が日本遺産に認定されて１年～

甲賀の観光を市議会議員と一緒に考えませんか。
54名

計137名

議会報告会 産業建設班の様子

議会報告会 厚生文教班の様子



市民の

みなさんに市議会

議員をみじかに感じて

いただきたいとのおもい

から、議席番号順に全議

員をクローズアップ

していきます。

この広報紙は古紙パルプを配合しています。

▼議会だよりも前号から全ページカ

ラーになりました。市民の皆様と議

会をつなぎ、議会をよりわかりやすく

伝える紙面作りを心がけています。

▼今号から市民と議員をつなぐ新し

いコーナーも始めました。 ▼さて、市

内で幼い子どもの尊い命を失うとい

う痛ましい事故が起こりました。この

ような事故が二度と起こらないよう

にしなければなりません。 ▼また、各

地で地震や豪雨等による甚大な災

害が発生し、多くの方が犠牲となり

ました。 ▼犠牲になられた方々に哀

悼の意を表し、被災された皆様に心

よりお見舞い申し上げます。 ▼市民

の命を守り、安全で安心して暮らせ

る甲賀市をつくるため、議会としてさ

らに取り組んでまいります。

（広報特別委員　谷永兼二）

９
月
議
会
の
予
定

８月27日

９月４日

９月５日

９月６日

９月７日

９月10日

９月12日

９月13日

９月14日

９月18日

９月19日

９月20日

９月21日

９月25日

９月28日

本会議（第１日）議案上程

提案理由説明

本会議（第２日）議案審議

本会議（第３日）一般質問

本会議（第４日）一般質問

本会議（第５日）一般質問

本会議（第６日）一般質問

　委員会

 

委員会予備日

本会議（第７日）最終日

　甲賀市は豊かな自

然に恵まれ、子どもた

ちが地域の自然とふ

れあう体験を通じて、

自然の持つ良さや豊か

さを知ることができます。佐山小学校では

野洲川での全校自然体験学習が伝統行事と

なっており、今年も野洲川の支流である田

村川で自然体験学習（生き物探しや川遊び）

やゴミ拾いなどを行いました。児童たちは

最初に活動説明を受け準備運動を行った後、

２人１組のバディを組み活動を行いました。

　自然体験学習では、川原の石にペインテ

ィングする

「石絵」も行

い、児童た

ちは自然と

の触れ合い

を楽しんで

いました。

編集後記

（写真撮影：橋本恒典委員） 

本会議は誰でも傍聴することができます。

傍聴を希望する方は議会事務局までお問い

合わせください。

市議会議員紹介

Vol.1

あなたとつなぐ

岡　田　重　美 土山町在住

堀　　　郁　子 水口町在住

おか しげ みだ

ほり いく こ

Q 議員を志したきっかけは？

Q 議員になって感じたことは？

Q 議員活動する中で特に意識しているところは？

Q 市民とのコミュニケーションで気をつけていることは？

Q あなたにとって、市のおすすめスポットは？

福祉の仕事をする中で、くらしや福祉がもっとよくなることが必要だと思ったことです。

市民の声を議会に届けることの大切さをあらためて感じています。

市民のみなさんの目線に立って考え行動するように心がけています。

相手の方にしっかりと向き合い、丁寧にお話を聞くこと、伝えること、笑顔を忘れないことです。

青土ダムから野洲川ダムにかけての四季折々の風景はとってもきれいです。

水口町議員だった義父の背中を見て、私も人の役に立つ生き方をしたいと思いました。

勉強、勉強、全てが勉強だと感じています。

いつも主婦の視線で見るということ。

市民の皆様の声に出来ても出来なくても、必ず返事をすること。

古城山の桜。手前の道沿いの桜と遠景の古城山の桜が見事です。

Q 議員を志したきっかけは？

Q 議員になって感じたことは？

Q 議員活動する中で特に意識しているところは？

Q 市民とのコミュニケーションで気をつけていることは？

Q あなたにとって、市のおすすめスポットは？

市議会を傍聴しましょう市議会を傍聴しましょう
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